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序文

熊本県教育委員会では、平成１９年度に飛尾急傾斜地崩壊対

策事業に伴い、下益城郡城南町飛尾横穴群の発掘調査を実施しまし

た。

発掘調査の結果、２１基の横穴墓と装身具を始めとする多くの出土

遺物が確認されました。その中で１０基については、玄室内部まで

調査しましたが残りの１１基は、現地で保存することができました。

城南町には国指定史跡である塚原古墳群を始め、数多くの古墳や

横穴群が所在します。飛尾横穴群は、「城南町史』でも報告されてい

る城南町を代表する横穴群の一つです。県内有数の横穴群の分布地

域である城南町ですが、本格的な発掘調査が行われた事例は、他地

域に比べあまり多くありません。そのため、部分的とはいえ横穴群

の発掘調査を実施できたことは、塚原古墳群以降の古墳文化の解明

に大きく貢献するものと言えます。

これらの調査成果が、学術的資料としてのみならず、皆様の文化

財保護への理解を深めていただくための資料となれば幸いです。

最後になりましたが、調査の円滑な実施に御理解と御協力を賜り

ました関係機関、地元の方々 に対して厚く御礼申し上げます。

平成２１年３月３１日

熊本県教育長山本隆生



凡例

１遺跡の座標については、世界測地系（日本測地系2000）を用いている。方位については、座標軸を基

準とした座標北を脂している。

２現地での遮柵の実測は、原則２０分の１（1号墓及び土肘図は１０分の1）の縮尺で行った。報告襟に

掲戦した辿柵の実測図は60分の1に統一した。

３巡物の実測は原寸で行い、報告杏に褐戦した実測図及び拓本の縮尺は以下のとおりである。

土器：３分の１（瓦質土器：４分の1、須恵器蕊調猫区外分：６分の1）石器：３分の1

鉄器：２分の１（弓金具及び古銭：原寸､銃剣：３分の1）装身具:原寸

４土屑の色調については、『新版棟池土色帖』（1967年農林水灘:ijf農林水産技術会議邪務局監修）

に従った。

５横穴蕊の各部名称については、次のとおりとする。

回
回
回

横穴墓の各部 前 庭 部

羨道

玄室

装門

玄門

飾縁

通路

左屍床

右屍床

奥屍床

仕切

天井部

左側壁

臭壁

棟 線

軒先線
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例言

１本杏は、熊本県下益城郡城南町大字東阿商字飛尾に所在する飛尾横穴群の発掘調査報告書である。

２捌交は、飛尾急傾斜地崩壊対策耶業に伴う]1F前調盃として熊本県土木部の依繊を受け、平成１９年度に

熊本県教育委貝会が実施した。

３本文の執飛は、第IV章を松F孝幸・松下其実(下側市立土|:ヶ浜辿跡･人類学ミュージアム）及び株式

会社古環境研究所が、それ以外は中村幸弘が担当した。

４巡枇の実測は、中村、福田匡朗が担当し、一部を株式会社イピソクに委託した。

５巡物の実測及び製図は、中村の指導の元、佐藤淳子、川井Ⅲ久丞樹崎典子が担当した。

６遺構等の現場での搬影は、中村、柵田が担当し、過跡の空中写真搬影は、九州航空株式会社熊本悩業

所に委託した。

７遮物の雛形は、中村が担当した。

８飛尾横穴群出土の鉄器、装身具類の保存処理については、今I1I里枝が担当した。

９現場で実施した色調測定については、熊本県立装飾古填館池田朋生主任学芸山の手を頬わせた。

１０鉄器のＸ線搬形は、福岡市埋蔵文化財センターの協力を得て火施した。

１１古人骨の分析は、下関市立土井ヶ浜逝跡・人類学ミュージアムに委託した。また、植物遺体等のＤＮＡ

鑑定、微化石分析及び放射性炭素年代測定は株式会社古環境研究所に委託し、その成果の一部は、節ＩＶ

章に掲載した。

１２本書の絹集は、熊本県教苛庁文化裸で行い、中村が担当した。

１３本書に掲絞した黄科は、熊本県文化財資料篭で保符している。

４
５
６
７
８

･瀬戸ロ俄穴墓群」照本県文化財報告蕊104集１９８９年
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第１承鯛査の契縦と経過

第Ｉ章調査の契機と経過

節１節鯛査に至る経緯

飛尾横穴群は、下益城郡城南町大字東阿高字雌尼に所(l§する。

当該地域は、山服崩壊危険箇所に指定されており、以前から崩落のおそれがある地域であった。平成１６年

６ﾉjの梅雨前線豪雨により法而崩落が発生し、リI(として早急な防災対策を求められることとなった。宇城地

域振興局土木部工務裸（以下「宇城土木」とする）は、避難地・迂回路のない避難路を保全するため、本遺

跡を含む全及190ｍにわたる擁壁及び法面保謹工ﾘｆを計仙iした（飛尼急傾斜地崩壊対策事業)。宇城土木は、

熊本県教育庁文化課（以下叫文化課」とする）より関係部脇に平成１７年１１月７１｣付け教文第2020号で実

施した事業照会に対して、平成１７年１２月１２日付け宇城企澗第４１４号でその邪業内容を回答した。

これに先がけて平成１７年６月３０１１に宇城土木と県文化郷、それに城南町（社会教育課、述投課）の３者

で〕ＩＦ業内容の確認と本遺跡の取扱いについて協鋼した。その結果、辿構の状況を確認後に記録保存のための

発掘調査を行うこと、本遺跡は町指定史跡であるのでｴﾘドに先立ち現状変更の手続きを行うこと、ｴﾘ範１１N

について設計案の段階で再度協雛すること、などで合怠した。

宇城土木は、県文化裸に対して平成１７年７月５日付け宇城工第78号で埋蔵文化財の予備調在を依頼した。

これを受けて県文化裸は、平成１９年１月１８日に確認調従を実施したが、縦面の前方に設侭予定の擁醗部分

からは遺柵を確認できなかった。そのため横穴僻の残るハ(面部分について発ﾙj調査を実施する必要がある旨

を宇城土木に通知した。また、これに併せて県文化課は、熊本県遺跡地図に未登録となっていた本遺跡の登

録も進めた。（平成１９年４月１３日付け教文第９８号で新規I氾戟）

宇城土木は、城南町指定の史跡内のｴﾘとなるため、史跡の現状変災等のI汗可申諦を平成１９年８月２９１１

付け宇城工第５４号で城南町に申諭した。これを受けて城南町は、’'11ｶV内容を群識した結果、￥lＩ州やむなしと

判断して「ｌ工事滴手の前にI洋細な発掘調査を実施すること。２擁壁設iiv(後は、当核文化財が存在したこ

とを示す表承を行うこと｡」を条件に平成１９年９月２６１１に！汗可した。現状変史の許可が下りたため、宇城土

木は、平成１９年８月２９日付け宇城工第５４号で城南町を経山してり11文化課に文化財保捜法第９４条第１帆に

雌づく埋蔵文化財の発掘通知を行った。（平成１９年１０月１２日付け城教社第488号で進達）これに対して県

文化課は、平成１９年１０月２３１１付け教文第1739号で発捌捌査を指承した。

リ,L文化課からの指承を受けて宇城土木は、平成１９年１１月６日付け宇城工第７６号で県文化郷に対して発

伽鯛査を依執した。そして県文化課は、平成１９年１１月１９日付け教文第１９３２号で文化財保護法第９９条第１

噸に蕊づく発掘調盃の通知を行い、発掘閥査を実施することとなった。

なお、遺跡名については、熊本県巡跡地図には「阿高・雌搾古城緋（飛足横穴群)」と登録されているが、

本iIIでは混乱を避けるため調盃時から呼称している「飛尾横穴群」を使用する。

第２節捌盃組織

１確偲調査（平成１８年度）

調在主体熊本県教育委貝会

調従武任者梶野英二（文化課｣と）

調盃総括江本直（課長補佐）

西住欣一郎（文化財調査第二係長）

１



節２節剖壷組織

調在担当

調査蛎務

木村元浩（参11F）

股、静学（参邪）

牛島晋浩（非術勤職員）

吉田悪（課長補佐）

商宮優美（主幹兼総務係災）

塚原健一（参邪）

小谷仁志（主任主事）

２発掘調交（平成１９年度）

捌在主体熊本ﾘiL救育委典会

洲在寅任者梶野英二（文化課長）

捌在総括江本直（課是補佐）

西住欣一郎（主幹兼文化財澗査第二係長）

捌在担当中村幸弘（主任学芸員）

福田匡朗（非術勤職員）

綱盃或務宗村士郎（教育審議貝兼諜長補佐）

高宮優美（主幹兼総務係災）

塚原仙一（参邪）

高松克行（主柾主那）

３整理作業（平成20年度）

盤蝿韮体熊本県教育委貝会

雛理黄任者米岡正治（文化課長）

整理総括江本直（課奨補佐）

西住欣一郎（主幹兼文化財調査第二係長）

雛理担当中村幸弘（主任学芸員）

佐藤沖子（非常勤職員）

推理班務宗村士郎（教育審議貝兼裸長補佐）

川上勝美（主幹兼総務係災）

山田京子（参邪）

高松克行（主任主那）

４調査指導及び調交協力者

淵、純一(城南町教育委旦会社会教育課)､池111朋生(熊本県立装飾古斌館)､江本ｉｆ〔､商木正文､西住欣一郎、

磯田静学、木村元淵、尾方圭子、松森由美、池田学、木村iXi生、多賀哨司（熊本県教育庁文化課)、城南町文化

財保謹群搬会

熊木雌土木部河川課、宇城地域振興局土木部工務課、内田頼蝋、山本勝利

？



第１承調在の契機と経過

５捌究・雅理作業貝（敬称略、五十音順）

発棚調張

赤雌忠光太田其博緒方範子抑方富江斉藤正義笹木燕白石美枝子側律子竹馬武

ili村和幸柵岡三男前田日出男満汐昭子宮崎良子山下蕊子雑美肌

室内整理

川井11Ｉ久子古閏知子後藤直美佐藤吉成益田久子宮崎典子山~ド干栄子

節３節捌寵の維過

発掘捌在は、平成１９年１２月下旬から平成20年３月末までの３ヶ月余りを没やした。当初６ヶ月間の調査

期|川を見込んでいたが、溌般のり端により半分近く短縮せざるを得ない状況となった。（表１）

整理作業は、平成20年５月から同年９月までの５ヶ月を要した。途中確理作業を行っていた文化財資料室

の移蛎によって１ヶ月近く作業が中断することとなった。現場で出土遺物の水洗いはほぼ完了していたので、

一次縦理は波記と復元のみで済んだ。その後実測、トレース、写真搬影、図版作成等を行うと同時に出土遺物

の保存処理や自然科学分析の委託も進めた。

以下に発捌捌飛の鯛在行程を列記する。（調査日誌より抜粋）

平成１９年

１２月１９１１

１２月２０１１

１２月２７１１

平成20年

１月８日

１月１０日

１月１７Ⅱ

２月111

２月４日

２月２５Ｈ

２月２７１１

３月５日

３月７日

３月ｌｌＨ

３月２５Ｈ

３月２６Ｈ

３月２７日

３月３１Ⅱ

u｢務所投慨及び調査機材の搬入。

現場Ｍ１始。

年内の作業終了。

現場再IMl・作業貝通勤途中に馴故。交通安全の徹底を周知。

１２号墓玄篭内の廃土より小玉出土。以後、廃土のふるい掛けの作業が大幅に珊加。

作業典通勤途中にﾘ故。交通安全の更なる徹腫を周知。

１５号蕊玄室左側壁に装飾らしきものがあると指摘（ﾘ‘L文化裸尚木補佐)。

１５号蕊の装飾らしきものについて分析するも装飾と碓総できず（県立装飾古城館池田)。

委詑業者による遺柵実測作業開始。

擁壁部分の工耶現場から遺物が大吐に出土。一括資料の可能性もあるが工耶は完了しており、

辿加捌盃は不可能。

城南町文化財保謹審議会来跡。遺跡の状況を視察。

１７号墓と１８号墓の間に新たな横穴を発見。これを「２１号蕊」と命名。

委托業者による遺跡空中写真撮影。

鯛盃予定の横穴の調査完了。

調究区内にある防空壕跡及び調査対象から外れた東雌而の横穴群の写典拠影。

現場撤収。機材等を文化財資料室へ搬州。

ﾘ務所撤去。完全に調査終了。

３



第３節荊,'fの経過

表ｌ飛尼枇穴群1側盗行稗

的

十

４
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鱒11版川辺の地肌的・歴史的剛蝦

第Ⅱ章周辺の地理的・歴史的環境

鋪1節地IIl1的環境(第１IXl）

下益城郡城南町は、熊本ﾘＩＬの1'１央、宇土半島基部から熊本平野南部に位慨する。南には西i櫛１１木を内僻と

外帯に二分する''1央棚造線のI::1件一八代WW造線が走っている。両側には木原山（別名雁阿山、標商314.4ｍ）

がそびえ、北側には九州111地を源流とする緑川が蛇行している。そして緑川の支流である浜戸川が両宥の間

を縫うように流れている。隷川と浜戸川、この二つの河川の周りには熊本平野南部から続く沖敬平野が広がっ

ており、町の大半はこの平野部が占めている。海岸線から１０kｍ程内陸に位慨するにもかかわらずミ平地の

標商が平均約１０ｍと低いのはこうした地形によるところが大きい。

木原山から東側にのびる111地は、下に白亜紀後期の泥瑞l櫛と磯岩層をもち、黒褐色の泥岩岬は砂浩の薄肘

を挟んでいる。泥淵Ｗの上にはﾉ11師1111をつくる黄褐色の磯岩層が亜なり、それは数枚の砂瑞の薄肘を挟んで

いる。足年の役食で複雑な役食谷が生じ、多くの否状台地を作り出している。また、こうした脅状台地の緑

に凝灰端が露111しており、急峻な雌而を形成している。こうした岩盤の間から湧水している場所も少なくな

く、場所によっては測地と化していることもある。

三方を111地にIⅡ|ま;Ｉした熊本平!'j:の|櫛端に他脱し、ｉﾉﾘ方に宇土半島や木服山があるため強風の被4,1fを受けに

くく洲暖な戴雌に忠まれている。その一方で梅|:M川の|齢4<賊が多く、２つの河川沿いでは件からしばしばfIリ

川の氾柵が発′ｌｉしており、’１１間部では多炊の降l:Mによって山崩れも多発してきた。ただ、こうした災仰が数々

の1K要辿跡の発兄・IiM1Ifの述lﾉ〈|ともなっているのは、皮肉と言わざるを得ない。

文献

城南町史細纂会細｢城南町史」１９６５年

熊本鼎環境ﾉl§祈部柵『熊‘ドﾘ'蝿境鵬本‘I'.Uｉｉｉ環境特性図(地図染)」１９９５年

卵１ｌｘｌ雌尾俄穴群周辺の地質図(ｓ＝l/50.00()〕

－５



第２節歴史的堀境

第２節歴史的環境(第２図）

下益城郡城南町は、前節で述べたように温暖な気候と多放の降水により、肥沃な土地に恵まれた地域であ

る。当然ながら原始より多くの人々がこの地で生活を営み、その痕跡である文化財が数多く残されている。国

措定文化財５件、県指定文化財１件、町桁定文化財５０件の他多くの埋蔵文化財(遺跡）を抱えているが、特

に図指定文化財を５件も保有している点は、肥後地域における当核地域の膝史的・文化的亜要性を示してい

ると簡えよう。

以下に各時代の概要を述べていく。

旧打器時代の遺跡は、あまり確認されていない。沈目遺跡で石核や澗器がまとまって出土している他は、上

の原辿跡等で数点出土しているくらいである。

縄文時代になると舞腺台地や塚原台地の周縁部を始めとして辿跡が点税するようになる。前述の沈目逝跡

は縄文時代早期の押型文土器で知られる遺跡でもある。さらに純文時代中期から後期になると浜戸川沿いに

阿間貝塚、照柵貝塚、御領貝塚といった熊本県を代表する貝塚が出現する。いずれも純文土器の標式遺跡と

なっており、全図区の追跡と言っても過言ではない。縄文海進とその後の海退による環境の変化をこれらの

貝塚から挑み取ることができ、こうした環境の変化が次の弥生時代の辿跡の分布に大きな影響を与えている。

弥生時代になると舞原台地西端を中心に多くの遺跡が出現する。これは、台地周辺の低湿地が広がることで稲

作が普及し、それに伴い集落が形成されていったためと考えられる。なかでも新御堂遺跡は、城南町教育委員会

による発掘潤在で弥生時代中期から後期の竪穴住居跡539軒を始め、翌柑蕊89基、土壌墓252基、環濠２

本を検出しており、大規模な環濠集落が舞原台地に存在したことを示している。

古城時代になると、吉野山周辺や塚原台地とその周縁部に古城が多く111現するようになる。特に塚原台地

に位脱する塚原古城群は、前方後円斌２基、円城53基、方形周洲蕊３９韮、石柑１８基等を誇る首奨墓群と

も呼ぶべき古城群である。また、塚原古城群の北東、浜戸川を挟んだ対雌の台地上には甚九郎山古墳と狐塚

古城の２つの前方後円城がある。甚九郎山古城には、石龍の石材に線刻と彩色による装飾が施されており、城

南町では数少ない装飾古城である。こうした古城群の周囲には、当然ながら災落もあったと考えられ、塚原

古城群の南東部には上の原遺跡があり、古境群の造営時川にⅢ襖する時期の蝶穴住居跡が多数見つかってい

る。こうして当談地域は、古墳時代を通じて隆盛を極めていくが、古城時代後期には、従来の古城に代わり

横穴群が造徹されるようになった。これらは、雌面に鱒呈している凝灰淵を加工して造られ、その数は２０群

477基以上を数える。これは、熊本県内の横穴数の約13％に及ぶもので、横穴密染地帯とも言える。羨門

上総に円形陽刻があるとされる御領横穴群や鞭の文様がある閉塞調が111土したとされる牛頚横穴群、それに

fuI1Iが出土した阿弥陀尾横穴群等が有名だが、大半の横穴群は未洲充であり、その様棚は不明のままである。

古代になると帥内廃寺跡や益城国府跡が示すように古代の肥後地域における政治の中心地の一つとして機

能していたことが伺える。また中世には、祇園寺や久満寺、能仁寺といった寺院の他に多くの石造物が造ら

れている。

文献

城南町史細纂会細｢城南町史」1965年

城南町教育餐典会縄｢沈目巡跳」城南町文化財調従報告鮒１２典2002年

城南町牧Yjf換典会細｢宮地遺跡群」城南町文化財鯛在報告節１３災2003年

城南町鵬史民俗資料加縄｢小林コレクションⅡ』城南町雌史民俗資料航収版iW1FI錐節２典1987年

熊本ﾘI(数打後典金網『域脈』熊本』Ｉ文化財調査報告第16染1975年

熊木U,1教汀戎典会細｢熊本蝶装飾古城総合調在報告割熊本肌文化１Ｍ捌盃椛告節６８典１９８４年
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辺遺跡一覧

）城南町(341）

８

節２節歴史的環境

近跡稀号 近跡名 所花地 時代 穂別 指定 側考

004 今村樹穴群 >吉野･皿脈 古城 古城 誠巡鵠片

005 益城Ⅲ、推定地 捜野西天神原 古代 包蔵地 町

006 西天神原(ａ） 及野西天神哩 例文~古代 包蔵地

００７ 西天神原(ｂ） 旋野西天神原 側文一古代 包蔵地

008 Ｘ天神願 鹿野東天神原 孤文~古代 包薩地

００９ 東天神鯉118古堀 堕野東天神原 古城 古城 町 円頃、土製管玉、東天神原古埴群

０ ０ 東天神臓乙古j、 旋野典天神鯉 古戦 古喰 町 円戦、土製笹玉、皿天神隙古城僻

０ 粟天神隙間古城 挺野皿天神哩 古城 古城 町 士製笹玉、東天神原古城群

０ ２ 大晦 11西古城 撹野禦天神原 古城 古唖 町 円填、大塚山古城群

０ ３ 大醐 １１耐古城 喚野粟天神原 古坂 古城 町 円戦、大塚山古城群

０ ４ 大聯 １１古、 及野粟天神原 古城 古城 町 円城、大塚山古収群

０ ５ 大塚 11粟古城 捜野東天神原 古城 古城 町 円城、大塚山古城群

０ ６ 迫乙 !『城 撹 野 迫 古城 古城 町

０ ７ 辿耶古城 批 野 迫 古城 古城 町

０ ８ 背野山古jｎ 茂 野 迫 古城 古城 町

０ ９ ノ111古城 撹 野 迫 古城 古城 町

０２０ I畑古肌 撹野山畑 古城 古城 町

０２１ 本古城 吹野山畑 古城 古城 町 円城

022 |塚古覗 頂野山畑 古城 古城 町

０２３ 天神皿槻穴群 鹿野西天神原 古M１ 古城 町

０２４ 1111古収 築地蕊山 古城 古城 須思器

０２５ 照生凹内古服 今謝野･丸山 古唄 古城

０２６ 那槻穴 Ⅲ水西緬 古瑚 古城 町 弧皿器

０２７ I水川股歌仙穴 Ⅲ 水 魁 肌 敷 古jｎ 古城 町 弧忠器

０２８ と ､東脱 今謝野･西脱 弥生･古噸 包蔵地

０２９ 山ﾉ上 出 水 層 脇 敷 細文･弥生 包蔵地 縄文』 １.晩期、弥生

０３０ 今村肌塚 今宵野･西原 細文 貝塚 細文Ｆ附則土器

０３１ 今西脱 今宵野･西原 弥生 埋葬 弥生８ 0期翌杭

０３２ 西柵守 簡地樹２ 畠 弥生 寺社 弥生Ｉ ､期蝿杭

０３３ 熊寺古帆 献地術２ 亀 古城 古城

０３４ 熊守跡 師地滴２
●
恥 中世 寺社 町 文永２年刺逆、蛾古の抑寺

０３５ 七祉浦の誰端身 師也営ぅ 中世 石造物 町 天佃２年銘

０３６ 浦本棚穴鮮 断地浦２ 亀 古噸 古戦

037 新抑厳 師也新１ ﾛ鑑 縄文･弥生 包蔵地 縄文晩期、弥生中期土器、石庖丁

038 祇圃寺跡 師也祇！ ､寺 中世 寺社 町 隈牟田荘の初期荘寺、訓迎淵･石近物

039

040

囲肌鰹

隈雌城跡

酎 地 囲

漫庇古境

弥生

中世

貝塚

城跡

町

町
1号羅面､:~麺燕可了翫~砿IZi5両羅１

瓦川士

０４１ 城の鼻古城群 瓢庄古城 古戦 古城

042 域の鼻佃穴群 測雌古城 古戦 古城

043 中腿典塚 餅地澗口 弥生 貝塚 弥生中期土器．剛石剣･石庖丁

044 洞口 耐地洞口 弥生 包蔵地 弥生中期土器、石庖丁

045 照仁ミP跡 下禰地屈脇蚊 中世 寺社 町 文永２年刷迎、峨古の禅寺

046 上ノＩ 隈 旺 上 ノ 山 弥生 埋葬 町 弥生中期蝿祁

047 安藤 限旺安郡 弥生 包蔵地 弥生擾・末期土船

048 向仙現 ド浦地向椛現 弥生 包蔵地 弥生後皿士器

049 迎原西･火 沈目迎原西･東 弥生 包蔵地 弥生･'２蕊･石庖丁

050 沈凹池加 沈目池釧塚本 縄文 包蔵地 範文早期土器、押型波状文

051 沈目奥野 沈間奥野 縄文･古城 築落 町 県教委調査地、沈目土器Ⅲ土地

052 避九郎山古収 沈目奥野 古城 古城 鉄刀・鋼皿盟

053 沈間椴穴僻 沈間奥野 古城 古城 土製梼玉

054

055

卿ノ眼

狐塚
r煎丙~”面戸

陳内狐塚

旧石器～古代

古代

包蔵地

包蔵地

056 狐塚古城 陳内狐塚 古城 古填

057 益城側府推定地 陳内隠ノ原 古代 包蔵地 可

０６０ 眺内畷守跡 陳内迦上ほか 古代 寺社 町 也塑旺圃、麗可、礎石

０６１ 近上 陳内近上 弥生 包蔵地 弥雌･i2器

062 陳内灘跡 陳内本村 古代 生産 町 平郵･軒平瓦

064 陳内城跡 陳内城応 中世 城跨

065 照山寺跡 飼瀬北口 古代･中世 寺社 町 平安末、豊、荘々寺、石通物

066 MiIM雌古岨 飼諏柵現厄 古服 古城

067 飼瀬 飼 瀬 西 南 原 縄文 包蔵地 縄文

０７１ 益城祁醗跡 飼瀬浦の1Ｗ 古代 包顔地 町 布目瓦

077 ｊＭ偶肌塚 ド簡地 細文･弥生 貝塚 国 細文･弥生･土淵･石鼎

078

079

阿而典懸

西肌

阿商皿脱

阿而四肌

抑文

弥生

貝塚

埋葬

国 厩罰両王雰~布爾F~両而詞厩而Ｉ
弥生翌掘

080 阿商火郡踊跡 皿阿而城山 中世･近世 墓地 冊製弥･湖什器

081 影照古城 阿商影照 古醐 古城 円城

082 阿弥陀厄棚穴群 阿耐影熊･山口 古城 古城 町 訓皿器・fuWVfケ

083 抑慨槻穴群 皿阿商八ﾂ足 古城 古畑 町 緬忠器
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町

町
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熊本ﾘiL教背委典会編｢上の原逝跡Ⅲ」熊木ﾘ,!:文化財捌慌報告第７３災１９８５年

熊木ﾘIL戦育委旦会絹｢黒棉貝塚」熊木ﾘI(文化財,iM在鋤I鋪166集１９９８年

熊本膿教育羨典会繍『城の鼻横穴僻」熊本ﾘﾑ文化財訓在報告第221災２００４年

熊本雌教育委典会編『阿商貝塚」熊木肌L文化財１１M従蝿告第223染2005年

藤本唆仁『城南町の撤穴基溌I「ﾉL州の縦穴聡と地.ド式横穴蕊』第４回九州前方後円坑研究会大会苑尖笈旨鯉一資料霜－２０()1年

熊木ﾘﾑ(43）甲佐町(444）

１１門

1１１

1１３

1１１１
１
》
Ｉ

＄

迩跡稀号

()８４

089

090

0９１

092

０９３

０９‘Ｉ

095

0９６

0９７

098

0９９

)８５

0０

0１

〕２

〕３

0４

0５

0６

0７

0８

)９

遺跡名

御 飯 貝塚

アンドン坂横穴群

阿高城跡

・位Ⅲ横穴群

ウシクピ横穴群

‐」

雁

松手

描現社

H焼古jrii

火 謀 場襲

塚原古噸群

ﾒLIiI第１～４号占琉

りゅうがん塚･古埴

将雅塚古琉

くぬぎ塚古城

１１焼壌古城

北原露１～２１Ｊ古耽

石ノ室古jrI

征兄塚古城

琵迩塚古城

三段

ﾒLIIl

上叩

唾隙

lニノ腺

尼窪火罪錐跡

照水塚

山ノ神蔵竹器出上地

尋寺

西 壷 場

櫨野横穴群

ハシゴッン徹穴群

餌横穴群

災原横 穴群

南ハゼノ古城群

六地蔵第１号古城

ﾉﾐ地減節２泌古｣、

｢、

i拙穴鵬

城群

雛古城

I第１～５り古城

塚古鞭

脳

古城北

所伍地

服阿尚ハ！

駁脈松Ｆ

塚雌砥川

駁脇

塚瓜ノLIII

塚Ｉ

塚Ｉ

塚航ノリ。

塚服ノLｊｄ

城服・北川

噸服北脈

期

嶋’
４

“

降

眠

劫

．

坊

脚

岬

鮒

城！

雌

旭洲ｊルド塚

鰯 瀬 山 ノ 神

阿捌，蝶導､ザ

回読

鰯

l伽

戯！

戯Ｉ

1脚

〔阿尚八ツノ‘

〔別ＩＷｊｒ々 A{ザ

〔阿尚城I

〔阿尚．Ｉ

〔阿,Ｗｊ．．｛

I〔阿Inj・』。

;《北原

【北」

【ノＩ

'Ｘノ，

【ノ，

；ノＩ

11〔１２ノＭ１

．’：ﾉﾉﾙ！

｜後Ⅲ

【ノリ。

【丸雌

1N硫鳩

ｌ隠野

ｌ古川

鋤

也威

;地猟

i川

川

時代

純文

古狐

中枇

古城

古蝋

古戦

古城

蝿文

弥生

商代.中世

古代・中世

古城

古城

古頃

古城

古城

古城

古城

古戦

‘古戦

宙埴

ｉｆ砿

尚砿

細文･古城

弥生・占坂

中世

弥生

古代・中世

魂文

斑文

古城

古城
古讃

古城

古城

古城

占鞭

純文

価別

只塚

Ｉｌｉ城

城跡

iIi戦

IＷｔ

LliXt

tjf城

包蔵地

埋弗

包蔵地

包蔵地

古班

古畑

古城

占唄

古畑

簡畑

古珊

占覗

tＷＹ

iIfjlI

IrjIY

占唄

包蔵地

包蔵地

包淵

包蔵」

包駁地

包駁地

包職地

占畑

古取

古堀

古城

IIr坂

lｆｆｊｎ

iIrjn

包蔵地

脂定

'1１

町

Iiil

脚

側

1１１１

脚

川

Ⅲ

11,1

l'‘１

''１

''１

''１

'1:Ｉ

町

町

町

側拶

測文晩期'二器・と偶、御飯式本拠

fuIII

誠忠器

釧忠

加,M淵

lWIl文後期土器

弥ﾉ鵬式艶柑

蔵竹･器

蔵什器

円坑

円畑

門馴、瞳、玉、短甲など

円峨

勾狼、祷臆、小:Ｋ

2妙はIIJ城

I!』何状禰製品、突起のある説卿TＩＷ

鉄剣・鉄雌・金環･銅雌

l1j耐MIlii

ｌ１ｊｊｉＩ－
lＷｔ

|Ｗ〃後ｌＩｊ城

I細f･柵

弥雌上器･敏恵器･土師船

‘甑什器

棚文晩期上器

純文晩期lｪ器

弧忠器

弧忠器

ｌ１Ｊｊｎ

IIjjH

刈文晩期-ｋ器・1.4鋼i器

阿高･尾僅古斌欝醗尾損穴鞘 ]K阿商飛尼 古壊 古戦 町

』I野股敷跡

謁 禰 野

条 肌 跡

舞脈lIli

戯Ｉ

棚脱

１１:柿川

ｌミイi野

紐文

拠文

古代･中'1ｔ

古代

包職地

包脱地

ﾉﾋ旅

災蒋

細文l1L・晩川上器

棚丈晩期ｔ器

kIMi器・弧忠洲

遮跡爵号

0０８

巡跡名

沈目_五山〕唖跡

所砿地

I1iDj1

時代

縄文～中世

和別

包蔽地

脂定 鮒齢



鋪】節凋雅の方法

第Ⅲ章調査の成果

第１節調従の方法

発掘調査は、まず澗在区内において正確な横穴基の数を把握することから始めた。それぞれの現状を確認

し、計20基を横穴蕊として擢定した。その後、調盃終盤に1基発見したので調在区内の横穴基数は、最終的

には２１基となった。横穴蕊として認定したものは、発見した順に南側から番号を振っていき、「○号墓」と

して命名した。次にその中から確認調査の結果、埋蔵文化財の存在を確認できなかった擁壁部分を除くエリド

施工簡所の中で直接彫騨を受ける横穴墓の数を確搬した。その結果、計１０韮の横穴蕊を洲盃することとし、

残りは現況の写其搬形と配悩図作成のみ実施した。ただし、16号墓については、峨而に鱒頭している凝灰器

が非粥に脆く、艮年の風雨による劣化等で内部の洲飛が困難と判断したため、安全面を老嘘して部分的な調

張に留めた。

本遺跡一帯は、もともと侵食谷間の低湿地で足場が慾く居住には不適であったため、１ｍ以上埋め立てて

おり、大半の横穴蕊は、一部ないし大半が客土に埋没した状態であった。そこでまずくこうした客土を除去

して羨門部及びその前而の検出を試みた。ただし、エリF範囲が崖面ぎりぎりに設定してあるため、実質的に

は玄室内の調査に限定される結果となった。

横穴墓への入り口を確保したら、玄室内に廃棄されたゴミや繁茂した草木竹類を除去して状況を確認した。

その後横穴墓の主lIillIを般定し、各屍床にも土刷観紫用のlIilllを;投定した。各部位で軸に沿ってトレンチを入れ、

状況を確認しながら掘り下げることとした。出土辿物は、原位lifiを保っているものは記録をとって取り上げ

るが、流れ込みや後世の撹乱等で原位世を保っていないものについては、一括して取り上げることとした。ま

た、遺物のとりこぼしを防ぐため、掘り上げた土は現地にてふるい（網目編３mm、５mm）に掛けることと

した。掲載した辿物の大半はふるい掛けによるものである。

第２節遺跡の概要(第３図）

飛尾横穴群は、その塙のとおり古城時代の横穴群を主体とする遺跡である。当然ながら逝椛・遺物とも古

城時代のものが主体であるが、横穴群の持つ性格上、他の時代の文物も少なからず見受けられる。

古壌時代の辿柵は、横穴墓21基である。本来、谷部の間雌而に分かれて西腿面(束向き）約４０基、東燃

面(西向き）約29雑、計約69基が確認されていたようだが、調査対象となったのはエリFが予定されている

西崖而のみであった。このうち実際に調査を実施したのは、１２号基から２１号墓までの１０雑であった。

基本的に玄室を中心に残存しているが、淡道部まで確認できるものはほとんどない。被''１１部から崖面が鋭

角に落ちている上、燃而直下には湧水している箇所も少なくなく、遺構として蕊前祭祁の疲跡を確認できな

かった。ただ、擁砿工ﾘ『に伴う掘削作業中に須恵器や土師器がまとまって出土した。

玄室は、平而プランが台形(凸形含む）又は災方形を呈し、．の字形の屍床配枇を持つ柵造である。後世

の改変によって１３号蕊、１９号墓、２０号墓では屍床の仕切りがなかったが、壁面の換跡を見る限り屍床は存

在したと考えられる。天井部の形態がある税度判別できるほど残っているのは、１８号難と２１号墓を除く８基

である。それらを見る限りでは、蒲鉾形又はドーム形を呈している。軒先線は１号熟、１２号墓で確認された

他、１８号墓にもその存在を窺わせる痕跡が確総できた。

なお、現状で確認する限り横穴群は、１段のみである。

その他の時代の巡柵としては、太平洋戦争時の防空壕跡がある。

出土遺物は、網コンテナ５箱分を数える。玄室内は、後世の撹乱等によって主だった辿物は失われており、

わずかな数逓しか確腿できなかった。古城時代の辿物は、耳環、特玉、丸玉、小玉零の装身具を始め、土師

１０



節Ⅲ承糾雅の成果
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卵３節古城時代の調盗成果

器、知恵器、鉄簸、刀子、馬具、弓金典等である。その他の時代の遺物としては、弥生時代の磨製石斧、横

穴側口後に入れられた中世以降の土師器、瓦賀土器、古銭、さらには近現代の銃剣等がある。

なお、掲峨した遺構及び出土遺物については、巻末に観察表としてまとめている。

卵３節古城時代の調査成果

１１号墓～11号墓(図版1～3）

鵬而を削平しないために破壊を免れた1号蕊から11号墓までは、現況の記録に制め本格的な調査は実施し

ていない。しかし調査区南端に位fＩする１号墓は、開口したままの状態で玄室内部を確腿可能であったため、

測倣のみ実施した。以下にその概要を示爽（第４図）

１号蕊は、玄室前壁から手前を破域されており、羨門部及び羨道部は強っていないが、残存部より主軸方

向は､N114.Ｗで東北東に開口していたと推測される。

玄室は、推定奥壁幅147ｃｍ、前砿幡230cm、残存奥行280cm、商さ170ｃｍを測り、平面プランは台形と

いうより凸形を呈する。屍床は奥屍床と左右屍床を．の字形に配世されているが、各仕切りはほぼ完全に削

平されている。通路は幅50～80ｃｍでやや末広がりになりながら玄門方向に伸びている。奥壁左側に90ｃｍ

四方の穴が穿たれている。隣接して防空壕跡があるため、壁面を削りすぎた結果、繋がったように見えるのだ

ろう。

天井部は、原形を冊めない部分もあるが蒲鉾形を呈していることが分かる。奥雌側から前壁側に向かって

緩やかに高くなっている。天井と側壁の川に軒先線も確認できる。

２１２．号墓

辿櫛(第５図・図版８，９）

柵在した横穴群の中央、１１号難の北側に位慨する。直前に井戸があり、さらに審土による盛り土のため羨

門部前方は完全に埋没していた。そのため澗査当初、左前壁に穿たれた溌掘孔を淡門と誤認していた。玄室

内には石灰が10ｃｍ程堆祇しており、かつて倉j01iとして転用されていたことを物賄っている。主軸方向は、

N51.Ｗで南東に開口している。

羨門部は、幅53ｃｍ、奥行60cm、間さ104ｃｍを測る。直前の井戸のためほとんど横穴前而を掘削でき説

淡道部や前庭部の様子を窺い知ることはできない。ただ、羨門前、つまり井戸ii[下に板状の石材らしきもの

が確認されており、閉塞石の可能性もある。

玄室は、奥壁幅180ｃｍ、前壁幡280cm、奥行257ｃｍ、高さ180ｃｍを測り、平面プランは１号蕊同様凸形を

呈する。屍床は、臭屍床と左右屍床を．の字形に配慨し、各仕切り中央には、排水川の切り込みが入っているが、

左右屍床仕切りについてはどちらかと浦えば所iWlゴンドラ形を呈している。屍床部には奥屍床では両端、左右屍床で

は南側に商さ15ｃｍ程の段が設けてある。これらの段は、仕切りより低く作り出してあり、その川途は判然としない。

通路は編56～100ｃｍと玄門に向かって蛎広になっている。

天井部は、崩落によってやや魂になっているが、やや平坦な甜鉾形を呈している。側搬との境には、玄案

を一周するように軒先線が巡っている。

右奥壁や天井部の一部を欠孤しながらも玄龍内は、比較的良好な状態で強っていた。木横穴群内では、玄

篭の柵造を蝦もよく留めていると筒える。

出十遺物(第６～８図・図版28）

土器片の他に鉄識８点、刀子１点、弓金具３点、耳環１点、丸玉４点、小玉199点が出土した。本横穴

1２
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群''3で妓も多くの玉頚が出土した。特に奥屍床からは、１２号墓から出土した玉類の８５％以上が出土している。

土器片は、細片のため図示していない。

奥屍床からは、刀子１点、耳環1点、丸玉３点、小玉171点が出土した。

ｌは刀子である。床面付近にあったと考えられるが竹根に絡んでおり、原位縦は不明である。茎部を一部

欠撤しているが保存状態は良好である。残存災13.5cm、雌大幅14cm、身部長8.3cm、身部柵1.4ｃｍであるが、

裟部の柵に比べ細過ぎる感があり、使川111Fに身部を研購した可能性もある。茎部には柄の有機蛍が残ってい

る。

２は耳環である。表面はほぼ全而に鮒で慨われているが、わずかに鍍金の痕跡が見られる。１１１央で屈折し

ているが、復元径2.0×1.8ｃｍを測る。Ｉｍｉｔは0.889である。

玉類については、大半がガラス製で５のみ水IYI製である。色調は、丸玉では赤２点、白濁した透明１点で

ある。小玉では、濃紺２点、紺14点、深緑14点、緑１５点、水２２点、黄107点である。多彩な色が確認さ

れている中で黄が６割以上を占める。

右腿床からは、小玉１点が出土した。ｌ刺は、ガラス製で紺色である。径4.0ｍｍ，厚さ2.0ｍｍ，孔従1.5ｍｍ

を測る。取り上げ後に破損した。

左屍床からは、鉄簸８点、弓金具３点が川土した。繁茂する竹根によって捌削時に原位悦から動いてしまっ

たが、床付近に位脳するものが多かった。175は災頚倣である。茎部の一部を欠批しているが洩存災12.15cm、

身部雌2.5cm、頚部量8.25ｃｍを測る。刃部は雌三角形を呈し片刃造りである。Ⅲ部は練'川で柵0.9ｃｍを測る。

176は身部と茎部の一部を欠くが是頚搬である。独存災10.3cm、幅0.85ｃｍを測る。ほぼii〔線弧味に伸びる。

１７７は災頚搬で頚部と関部の一部のみ強存する。強存及8.1ｃｍ、残存幅0.5ｃｍを測る。やや湾曲凱味に変形

している。１７８は長頚鑑の身部である。頚部の一部も残存しており、残存長3.4ｃｍ、椛1.2ｃｍを測る。刃部

は両刃のようだが錆のためはっきりしない。１７９も蛙頚搬の身部である。残存蛙3.0cm、柵1.3ｃｍを測る。

－ －

鋪４図１号蕊実測図
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通路(A-Af）
1層：灰黄褐色砂貿±(HuelOYR4/2）後世の石灰が多幽に混入。
2層：褐灰色砂質±(HuelOYR4/1）天井部崩落による凝灰岩風化士。
3層：にぶい蛍褐色砂質土(HuelOYR4/3）同上
4届：暗黄褐色粘質土(HuelOYR6/8）ややしまりあり。後世の客土か。
5届：暗褐色±(HuelOYR3/3）しまりなし。流入土。
6層：黒褐色砂質士(Hue25Y3/1）初期の天井部崩落土。

左屍床(B､B･）
1層：灰黄褐色砂買±(HuelOYR4/2)ややしまりあり｡後世の石灰を含む。

右屍床(C-C‘）
1眉：灰黄褐色砂質土(HuelOYR4/2)通路1間と同じ。
2屑：褐灰色凝灰岩(HuelOYR4/i)天井部測落による。風化して土壌化。
3層：灰黄褐色砂箕土(HuelOYR4/2）右屍床1屑と同じ。

奥屍床(D-D,）
1層：灰翼褐色砂質土(HuelOYR4/2）右屍床1層と同じ。
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第３節古城時代の調盃成果

鰹1１
qに重動節 鰯

１８３００

１１

ゆ181

３１３号墓

遺構(第９図・図版10,11）

１２号墓の北側に位侭する。玄叢前壁から手前の大半を破壊されていたが、かろうじて羨道部右側が残って

いた。１２号墓と同様に客土が玄室の前面を覆っていた。主軸方向は、Ｎ49.Ｗで南東に開口している。

淡道部は、右側しか残っていないが現状では、推定幅170ｃｍ，長さ７３ｃｍを測る。
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刃部は錆に畷われ形状等ははっきりしない。１８０は雛の一部で頚部と茎部のそれぞれ一部が残存している。残

存蛙4.3cm、幅0.7ｍを測る。関部は角側であろう。茎部に樹皮状のものを巻きつけた痕跡が残っている。１８１

は茎部のみ残存している。残存此4.8ｃｍ、柵0.28ｃｍを測る。識の形式は不明である。１８２は鉄簸の一部と考

えられる。残存長3.7ｃｍ、幅0.45ｃｍを測る。頚部もしくは茎部の一部であろう。１８３～185は弓金具である。

阿頭金具とも呼称される飾り金其の一柵である。183は全長3.1ｃｍ、芯金部陥０．４８～0.5ｃｍを測る。菱済し

ていた弓の木質が残っている。鮒に職われているが両端の鋲頭もきちんと強っている。１８４は全長2.8ｃｍ、芯

金部幅０．４～0.45ｃｍを測りやや小ぶりである。装藩していた弓の木賀が残っている。右側鋲頭がやや潰れて

いる感がある。芯金もやや歪んでいる。185は全長3.3cm、芯金部幅0.38～0.45ｃｍを測る。他の弓金具同様、

弓の木質が残っている。右側鋲頭は洲れているか欠損している。

通路からは、丸玉１点、小玉２７点がlll土した。すべてガラス製である。色捌は、丸玉では濃紺、小玉では

紺２点、深緑２点、緑１点、水３点、黄19点である。奥屍床同様、黄が多数を占める。
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画,8２

第７図１２号墓出土遺物実測|判２
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1７

淡門部は、奥行６６ｃｍを測るが、後世の改変祥しくlll状を冊めていない。下端に飾継らしき段も兄受けら

れるが、詳細は不明である。

玄室は、内部を大輔に改変されている。現状では奥鱗蛎170ｃｍ、前壁幅265ｃｍ、奥行260ｃｍ、商さ177ｃｍを

測り、平面プランは鎧方形を呈するが、屍床は完全に削平され平坦になっている。通路の痕跡が左側にわず

かに残るのみである。壁面にも,I:Ⅱ望11後世の改変が及んでおり、ツルハシとおぽしき工共痕がいたるところに

見られた。また右側面には、隣接する１４捗墓へ統く９０×８()cｍ人の催入孔が穿ってある。

天井部は、壁面1,1微に新しい工呉狼や崩落狼がほぼ全1ｍに慨っており形状は定かではないが、周囲の枇穴

蕊の状況から本来は、ドーム形か蒲鉾形を呈していたと批測される。

淡門部を大幅に広げ、床面を平坦に揃えていることからnIl1i等にI陵用していたと考えられる。



節３節古城時代の潤光成果

辿物

出土していない。

４１４号墓

遺柵(第10図・図版12,13）

１３号難の北側に位|ifする。前述したとおり、１３号墓から玄室に入るための侵入孔が穿てる程に接してい

る。淡門部から前方は、急に落ち込んでおり遺櫛として明確な羨道部は確縄できなかった。主軸方向は、Ｎ62.

Ｗで東南東に開口している。

義門部は、幅58cm、奥行74ｃｍ、残存高さ150ｃｍを測り、上部を欠仙している以外は旧状を冊めていると

考えられる。地盤が、特に軟弱なため後世の改変か風化による崩落かは定かではない。

玄室は、奥壁幅245cm、前盤幅257ｃｍ、奥行316cm、高さ205ｃｍを測り、平面プランは災方形を呈する。

屍床は奥屍床と左右屍床を．の字形に配慨しているが、仕切りは奥屍床のそれが約１／３残存する他は削平

されている。左右屍床に至っては、奥壁側にその疲跡が残るのみで前鞭福は屍床と同じ商さになっている。

１２号基で兄られた屍床小口部の段は、奥屍床でのみ確認された。奥屍床仕切りには、奥屍床から通路へと抜

ける排水川の穿孔が施されている。通路は幅50ｃｍで淡門に向かってやや傾斜している。また奥屍床手前に

は２０ｃｍ樫の段がついている。

天井部は、部分的に崩落しているが、ドーム形を呈している。軒先線は確認できなかった。中央やや左寄

りの部分に掻４０～50ｃｍの穴が直線的に上方に(111びている。詳細は不明だが、本横穴群の上方には竹林が繁

茂しており、軟弱な地盤を典皿して竹が落ちてきた可能性もある。天井部の穴に対応するように左屍床仕切

りにも同規模の窪みが見られることはそのことを示唆していると言えよう。

玄篭内の撹乱が惜しまれるが、玄室規模は今回綱在した中で簸大を誇る。排水用の穿孔を布する等、他の

横穴蕊とは一線を画する盛もある。

辿物(第１１図・図版29）

誠忠器、白磁片の他に鉄搬６点、鉄製品１点、弓金具１点、耳環２点、丸玉１点が出土した。

右屍床からは、鉄簸１点が川土した。３は艇頚嫉である。頚部から茎部にかけて残存する。残存長8.35cm、

幅0.9ｃｍを測る。

左屍床からは、須恵器１点が出土した。１は釧思器逝である。頚部のみ残存している。口径9.2cm、残存

商4.5cm。やや外傾気味に立ち上がる。内外面とも回娠横ナデを施爽

辿路からは、須恵器１点、鉄振５点、弓金具１点、耳環１点、丸玉１点が出土した。左屍床から流入した

ものもあるが判別は困難である。２は須恵器商坪である。坪身から脚部にかけての一部のみ残存している。器

而は赤変している。４は腸挟三角形識である。身部の一部と茎部の大半を欠損している。洩存長9.0cm、残

存身部災5.6cm、頚部災2.9cm、残存幅2.8ｃｍを測る。やや面提の身部で左側の逆刺が欠批している。頚部

には木虹とそれを巡るように紐状の痕跡が残る。５は方頭の長頚搬か。身部の一部のみ鋤存する。残存蛙

3.25ｃｍ、残存幅1.0ｃｍを測る。刃部の形状が不明瞭である。表而には木質が残る。６は鉄倣の茎部の一部で

ある。強存是2.4ｃｍ、残存柵0.55ｃｍを測る。炎而には木質が残る。７は鉄滋の頚部の一部である。残存長

4.05ｃｍ、幾存幅0.47ｍを測る。８も鉄嫉の頚部の一部であろう。洩存災3.2ｃｍ，残存幅0.5ｃｍを測る。９

は弓金典である。全奨3.25ｃｍ、芯金部径0.45ｃｍを測る。１４号墓では唯一の出土例である。装澗していた弓

の木蛮が吸っている。鋪が山〔く湿っており、鋲頭の禰無や形状ははっきりしない。

1８
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迎路(A-A'）
1屑：黒褐色土(HuclOYR3/1）
2層：にぶい蛍掲色土(HuelOYR5/4)粘性、しまりあり。
3層：暗褐色帖闘土(HuelOYR3/2）しまりなし。天井部削落土。

左屍床(B,B，）
1届：諸オリーブ褐色砂筑±(Hue25Y3/3）

右屍床(C-C,）
1層：請掲色砂寅土(HuelOYR3/2）がﾗｽ､現代陶懸鴎が混入，

奥屍床(D-D.）
1層：暗オリーブ褐色砂質±（Hue25Y3/3）
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鋪３節古墳時代の鋼従成果

2０

５１５号蕊

遺柵(第l2Ixl・図版14,15）

１４号墓の北側に位置する。手前は現在も湧水しており、渓IIIj部前方はほとんど調盃不可能であった。また、

横穴内外には竹根が繁茂している上、上方からの崩落土が大放に堆積していた。主軸方向は、Ｎ71.Ｗで東

南東にljMI-lしている。

羨門部は、左側約１／３を失っているが幅67cm、奥行90ｃｍ、復元高さ118ｃｍを測る。外面には複数の心

裂が走っており、羨門部の欠損もこうした心裂による崩落がその一因となっていると考えられる。

玄室は、奥壁幅195ｃｍ、前壁帆242ｃｍ、奥行272ｃｍ、商さ176ｃｍを測り、平面プランは長方形を呈する。

やや凸形を呈しているようにも兇えるが、全体的には災方形を呈していると判断した。屍床は、奥屍床と左

右屍床を．の字形に配置している。奥屍床は中央付近で２つに削れているが、竹恨によるものである。仕切

りは、奥耗床のみ残存しているが、本来は左右屍床にも仕切りが存在したと考えられる。その奥屍床仕切り

も上而を削平されているので、本来の姿を留めているとは耐い難い。左右屍床仕切りは、痕跡を見出すのも

困難なほどに削平されていた。側雌には渦巻状の黒いものが見られたが、調査の結果、顔料や線刻は確縄

甑1ゼ
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１１は丸玉である。土製で色調は照である。径１０．５ｍｍ、ｌ/〔さ10.5ｍｍ、孔径2.5ｍｍを測る。重最は３．４４９

である。表面を研磨している。１２は耳環である。縦2.4ｃｍ、横2.5ｃｍ，断面径0.58ｃｍを測る。重量は９．６９

９である。炎面は剥離し、錆が覆っているが本来は金色であったと考えられる。

羨道部に相当する墓前客土からは、鉄製品１点、耳環１点が出土した。ただ客土'1'のものもあり、本横穴に伴

うかは定かではない。１０は板状の鉄製,Ｈ１の一部である。強存奨12.7℃、，幅2.4ｃｍを測る。両端には刃部の

ような加工は施されていない。

１３は耳環である。羨門部直前の地１１１頂上より出土した。機2.7ｃｍ、横2.8ｃｍ、断面徒０．４５～0.65ｃｍを測

る。亜放は１０．１６９である。部分的に簸金が剥離しているが、一兇して金環と判別できる。

第１１図１４号墓川土辿物実測図
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逆路(A,AP】

1府：灰蛍褐色砂質±(}･IuelOYR4/2）１０～２０ｃｍ大の凝灰岩を含む.
２層との間に貝殻を多く含む。

2階：にぶい翼褐色砂賀土(HuG10YR4/3）竹根の混入が薪しい。
3屑：黄褐色砂質土(HuelOYR3/2）

左屍床(B､B､）
1脳：灰黄褐色砂質土(HuelOYR4/2）通路1層と同じ．

右ﾙ床(C-CO）
1胴：灰黄褐色砂質土(HuG10YR4/2）逆路1層と同じ。

奥展床(,.D･）
1府：黒褐色砂賀士(HuelOYR3/1）天井部湧落±か。
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鋪３節古in時代の劉壷成果

できなかった。奥壁上面には、奥行25ｃｍ、高さ２０～30ｃｍ秘の棚状の窪みが見られる。本横穴群では唯一の

馴例である。これが築造当時のものか、あるいは後世のものかは定かではないが、横穴墓の付随施設として

は造りがやや粗雑な感があり、後に設けられた可能性も否定できない。通路は編３０～５０ｃｍで奥に行くほど

狭くなっており、１４号墓と同じく傾斜している。

天井部は、平らなドーム形を呈している。軒先線は見られない。

屍床仕切りや奥嬢の様子から玄寵内は、相当手を加えられた可能性がある。それは、１３号基のような現代

の単なる念Ijl(としてではなく、別の目的で行われたと推測される。

逝物(第１３図・図版3の

土師器、鎖忠器峠磨製石斧１点の他に刀子１点が出土した。横穴墓築造時の辿物は少ない。

左屍床からは、当時の巡物がほとんどない中で刀子1点が川土した。１は刀子の身部である。残存災8.1cm、

身部幅1.4ｃｍを測る。

通路からは、土師器１点が出土した。２は土師器間坪である。脚柱状部のみ残存している。やや内傾気味

に立ち上がる。外面はかなり摩滅しており、調整痕を確認し難い。内面は板ナデで坪部との接合の際の支持

土の塊が確偲できる。内外面とも照斑が見える。

６１６号蕊

逝柵(図版16,17）

１５号墓の北側に位世する。匝下に湧水地があるうえに鵬の中腹に立地しているため、内部の確認も審易で

はなかった。主軸方向は不明だが、束南東に開口している。第１節で述べたように１５号墓以上に危険な状態

であったので、全面調査は実施していない。中央にトレンチを入れて状況確認を行い、写真撮影と簡単なi汁

測を行った。

羨'ＩＩＩ部は、上面にツルハシとおぽしき工具痕が見られる他、左側にも掘り込んだような痕跡があったこと

から原形を制めていないと判断した。

玄室は、奥壁幅190cm、前壁lNli280cm、奥行270ｃｍ、iWiさ180ｃｍを測り、平而プランは台形を呈する。外

部から流入した鵬の崩落土が大jitに堆枇しており、床而の状況は不明である。ｉ､レンチ内の様子から．の字

形の屍床配Iiwtで15号墓同様、屍床は少なからず削平されていると推測される。側砿には、２０～30ｃｍ四方の

棚状の掘り込みが複数確認された。また壁面には、玄室を巡るように検方向に走る筋のような線が見られた。

詳細な調交はできなかったが、断続的に巡っている印象を受けた。工具換か器盤に自然に見られる節理状の

ものと考えられる。通路は、傾斜はなくほぼ平坦である。

天井部は．部分的に崩誹しているが．ドーム形諾星している。軒先線は確認できなかった。
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第１３図１５号墓出土辿物実測図
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第Ⅲ承捌充の成果

遺物(第１４図・図版３１）

トレンチ内から土師器、鍍恵器、陶磁器院砥石、古銭、銃剣の他に鉄釘‘1点が出土した。鉄釘以外は、中世

以降の所賑と考えられる。

１～４は、鉄釘である。１は先端が欠損している。残存長4.05ｃｍを測る。断面は０．４×0.3ｃｍで方形を呈

する。頭部は鋪のため形状は定かでは衣い。２は、棒状の鉄器で鉄釘と考えられるが、鉄縦の茎部の可能性

もある。幾存量3.1ｃｍを測る。断面は０．３×0.3ｃｍで方形を呈する。３は先端が欠損している。残存長2.8ｃｍ

を測る。断而は０．３×0.3ｃｍで方形を呈する。頭部は、台形又は半円形を呈し、０．６５×0.4ｃｍを測る。４も先

端が欠仙しており残存量2.75ｃｍを測る。断面は０．３×0.25ｃｍで方形を呈する。頭部は是方形を呈し、０．６×

0.35ｃｍを測る。

７１７号墓

遺棚(第15図・図版１８，１９）

１６号難の北側、遊水地の典横に位侭する。目前に水が溜まっているわけではないが、羨道部検出のため掘

り下げたところ地表下30ｃｍくらいで湧水したため、玄室内の調盃に専念した。主軸方向はＮ９６ｏＷで束に

側口している。

羨道部は、焚さ74ｃｍを測る。完全に掘削できていないのでその全群は定かではないが、雌而に沿って急

激に落ち込んでいると推測される。

羨門部は、帳56ｃｍ、奥行80cm、高さ120ｃｍを測る。外面には飾緑が施されている。１３冊･蕊と異なり、上

面の一部が欠損しているが全体を確認できる。

玄室は、奥壁幅200ｃｍ、前盤椛245ｃｍ、奥行283cm、高さ193ｃｍを測り、平面プランは、災方形あるい

は台形を呈する。屍床は奥屍床と左右屍床を．の字形に配世する。左右塊のうち左屍床仕切りはほとんど削

平され、右屍床仕切りは東半分が失われている。奥屍床仕切りには排水川の切り込みが入っている。１２号蕊

で確擁したものに比べ屍床而に達するほど深くなっており、より実用的な作りになっている。右屍床仕切り

の凹みが同様の切り込みか、jliなる欠損かは判然としない。通路は柵４５～５０ｃｍで談１１１１に向かってやや傾斜

している。１４号蕊と同様に奥屍床手前には20ｃｍ狸の段がついている。

天井部は、部分的に耐落しているが、ドーム形を呈している。軒先線は確縄できなかった。

玄室プランや通路の段等のように、構造的には１４号墓と顛似した要素が見られる。

逝物(第16～18図・図版32）

土師器、弧恵器、陶磁器片の他に鉄簸４点､蝿典１点､耳環１点､小玉24点が出土した。土師器、須恵器、

陶磁器片は細片のため図示していない。他に器Imi不明の鉄製品が多数洲土しているが、図示したもの以外は、

小破片が大半である。

右屍床からは、小玉６点が川土した。すべてガラス製で色調は、緑５点、黄１点である。ｆｕ裂や破損が目

立つ。６は、全面に土が癒茄しており、一見してもガラス小玉とは判別し難い。

左屍床からは、鉄簸１点、不明鉄製品７点、小玉６点が出土した。

７は三角形蟻である。身部の大半と頚部の一部が残存している。残存災5.5cm、身部些3.0ｃｍ、残存頚部

長2.5ｃｍ、残存帳2.4ｃｍを測る。身部は、やや丸みを裕ぴているが将棋の駒を思わせる五角形状を呈する。８

～１４は器棚不明の鉄製品である。やや肉蝉な短冊状のもの（８～12）と棒状のもの（13,14）がある。い

ずれも破片であり、全体の形状を班わせるものはない。

2３
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鰯ｌ５Ｉｘｌｌ７号墓実測Ⅸ

【
息

1周：暗褐色±(HueZ5YR3/3）し意りなし。天井部卿落土。
2府：黒褐色土(Hue715YR3/1）しまりなし。外部からの涜入土。

現代のゴミが混入。
3府：オリーブ黒色土(HuC5Y3/2）
4府：オリーブ黒色土(Hue5Y3/2）しまりなし。

左屍床(B･B‘）
1層：灰黄褐色土(HuelOYR4/2）しまりなし。

右屍床(c-c）
1府：灰焚褐色土(HuelOYR4/2）左屍床1層と同じ。

奥屍床(D-D'）
1厩：灰黄褐色士(HuelOYR4/2）左屍床1届と同じ‘，
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第１Ⅱ東調迩の成果
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小玉は、すべてガラス製で色綱は、紺２点、緑３点、黄１点である。１６は穿孔を２回行ったのかやや歪な

孔になっている。

通路からは、多数の鉄器が出土したが図示できたのは、鉄蛙１点、不明鉄製,W’６点である。他に耳環１点、

小玉12点も出土した。
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節３節古城時代の捌従成巣

２１は広根系の三角形蛾である。身部と頚部の一部が残存している。強存焚6.7ｃｍ、身部災3.6ｃｍ、残存頚

部焚3.1cm、身部幅2.8ｃｍを測る。頚部断面は蛙方形を呈し、刃部は両刃に造り出している。２２～２７は器

極不明の鉄製品である。大きさや形状は、左屍床出土の鉄製品と顛似した特徴を持つ。２３や27のように穿

孔したものもある。２６は鉄倣の茎部かもしれない。

２８は耳環である。かなり淡而が剥離しているが、洩存部から金猟と判別できる。縦3.15ｃｍ、横3.4ｃｍ、断

而径0.95ｃｍを測る。重倣は３２．５９である。本横穴群出土の耳環としては股も亜い。

小玉は、すべてガラス製で色調は、緑７点、黄５点である。

羨道部に相当する墓前客土からは、ふるい掛けにより鉄嫉２点、蝿典１点、鉄製品１点が出土した。いず

れも破片である。

４１は鉄嫉の茎部の一部と考えられる。残存災2.3cm、残存幅0.27ｃｍを測る。４２も鉄縦の茎部の一部であ

ろう。残存長3.8ｃｍ、残存柵0.4ｃｍを測る。４３は絞具の一部と考えられる。破片であるため詳細は定かでは

ない。強存憂3.4ｃｍ、強存幅3.6ｃｍ、断面径０．４５×0.55ｃｍを測る。４４は器種不明の鉄製品である。残存災

3.95ｃｍ、柵1.4ｃｍを測る。左屍床や通路でili土している器種不明の鉄製1W,の一部の可能性もある。

８１８号蕊

辿柵（第１９図・図版２０）

２１号蕊の北側に位紐する。民家の要にあり、庭の客土に埋没して天井部の一部のみ露出していた。掘削す

ると地表下80ｃｍくらいから玄室の床而が検出された。調査区の制約上、玄室相当部分しか調査できなかっ

た。主軸方向は、Ｎ84.Ｗで東に開口していたと推測される。

玄室は、残存幅258ｃｍ、洩存奥行264ｃｍ、残存商さ110ｃｍを測る。平面プランは、台形か是方形を呈する

と考えられるが、詳細は不明である。屍床は奥尻床と左右屍床を．の字形に配世していたようだが、地山で

ある凝灰淵が風化しており、検出した屍床仕切りや床而が本来のラインかどうかはっきりしない。壁面で残っ

ているのは、奥壁と左側砿の西側のみである。辿路は、幅40ｃｍだが米洲査の部分が多いためそれ以上のこ

とは分からない。

天井部は、当初から露川していた部分のみ残存している。形態は不明である。奥壁と左側壁に軒先線らし

き段が見られたが、１号墓や１２号蕊のそれに比べて粗雑な感がある。

辿物(第２０図・図版33）

土師器、須恵器片の他に鉄倣９点、刀子１点、耳環１点、符玉１点、切子玉１点、小玉７点が出土した。大

半は蓮川落土中より出土したものである。

１は腸快三角形嫉である。身部の1/２と頚部、及び茎部の一部が残存している。残存災Ｚ65ｃｍ、残存身部

長3.75ｃｍ、頚部長3.3ｃｍ、身部幅2.8ｃｍを測る。身部の鋪ではっきりしないが、Ｘ線写典によりわずかに逆

刺が入っていることが確縄された。関部は刈側である。２も腸挟三角形縦である。逆刺がより明瞭になって

いる。身部と頚部の大半が強存している。残存災7,ｃｍ、身部是4.8ｃｍ，残存頚部量3.2ｃｍ、身部編２恥ｍを

測る。鋪が進行しており、頚部の一部が空洞化している。３は三角形縦である。身部の大半と頚部の一部が

残存している。残存長5.8ｃｍ、残存身部長4.85ｃｍ、身部幅2.6ｃｍを測る。身部は、面父な蛙三角形を呈する

と考えられるが先端を欠孤しているため、詳細な形状は定かではない。鋪の進行が進んでいる。４も三角形

職である。茎部の一部を欠肌している。強存是6.9ｃｍ、身部長2.8ｃｍ、頚部長2.8ｃｍ、磯存茎部長1.4ｃｍ、身

部輔2.6ｃｍを測る。身部には鋪が厚く付濁しており、やや形状が不明瞭である。茎部には矢柄の木質が残っ

ている。５は片刃職か。身部から頚部にかけての一部が残存していると考えられる。残存災4.3ｃｍ、残存柵

２６
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第３節古城時代の調在成果

0.9ｃｍを測る。あるいは刀子の身部になるかもしれないがここでは職としておきたい。６は嫉の一部である。

残存長４．０５ｃｍ、残存幅0.9ｃｍを測る。頚部から茎部にかけての一部である。茎部には木質が残っている。７

～９はいずれも縦の一部と考えられる。７は吸存災3.9ｃｍ､残存幅0.5ｃｍ、８は残存長1.72ｃｍ､残存幅0.35ｃｍ、

９は残存長1.45ｃｍ、残存編0.35ｃｍをそれぞれ測る。７と８には表面に木賀が残っている。１０は刀子である。

身部の大半が欠批している。残存長8.15cm，独存身部艮2.65cm、茎部是5.5cm、残存身部幅1.5ｃｍを測る。

茎部には有機髄の物体が巻かれていた痕跡があり、端部には経1.5ｍｍ程度の穿孔が１ケ所確脇できる。

１１は耳環である。縦2.0ｃｍ、横2.0ｃｍ、断而径0.4ｃｍを測る。並仕は4.459である。端部は表面の金が剥

離しているがそれ以外は.概ねよく残っている。

玉類については、椿玉は憩玉と考えられるが他はガラス製である。ただ赤色を呈する小玉(14,15）はや

やガラス質とは異なる印象を受ける。色調は、播玉では深緑、切子玉では水、小玉では水１点、赤２点、戦

４点である。切子玉は、６角形にカットされているが器面の風化・摩滅によって明瞭さを欠く。木横穴群唯一

の出土例である。

９１９号蕊

遺柵（第２１図・図版２１，２２）

１８号墓の北側に位磁する。これまで数ｍ穏度の間隔で兄られた横穴蕊がここにきて10ｍ以上離れて立地

している。もっとも18号墓と１９号墓の間には防空壕跡の横穴が複数掘り込まれており、防空壕造営に伴っ

て消滅した可能性も否めない。崖面中腹にあり、羨門部より手前は残存していない。主軸方向は、Ｎ39。Ｗ

で南東に開口している。

淡門部は、柵66ｃｍ、奥行58ｃｍ、高さ100ｃｍを測る。淡I1ljの周りには、淡道か飾縁らしきラインが残って

いるが、部位の特定や計測には至らない。左側を欠撹しているが概ね原形を冊めている。

玄室は、奥盤輔166ｃｍ、前壁編214cm、奥行246ｃｍ、商さ145ｃｍを測り、平面プランは台形を呈する。屍

床は、完全に削平されているが、残存状況から判断すると他横穴墓と同様に奥屍床と左右屍床を．の字形に

配世していたと推測される。通路は幅３０～４０ｃｍで羨門に向かってやや傾斜している。

天井部は、やや平らな茄鉾形を呈している。軒先線は見られない。

玄室規模は、本横穴群の中で小さい部類に入る。

遺物(節２２図・図版34）

須恵器片が数点出土したのみである。いずれも喪の胴部とおぽしきものである。また、古銭も１点出土し

たが、後世の文物であることは明らかである。

１は須恵器蝿である。胴部下半部の一部のみ残存している。外面は平行条線タタキ（擬絡子状)、内面は何

心門当て具疲が確認できる。内外面とも黄灰色を呈し、焼成は良好である。

１０２０号蕊

遺構（第２３図・図版２３，２４）

１９号墓の北側、調交区北端に位慨する。１９号墓と共に民家の真裏にあるうえに羨門部前方はコンクリート

で固められており、玄室以外の洲盃はできなかった。主軸方向は、Ｎ29・Ｗで南南東に開口している。

羨門部は、幅60ｃｍ、奥行43ｃｍ、高さ115ｃｍを測る。外面には飾縁が施されている。上部には方形の段が

掘り込まれているが、痕跡を兄る限り築造時のものではなく後世の改変によるものと考えられる。

2８
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節３節古城時代の調迩成拠

玄室は、奥壁幅117ｃｍ、前壁輔162ｃｍ、奥行204ｃｍ、残存商さ150ｃｍを測り、平而プランは、台形を呈す

る。１３号燕以上に内部は削平されており、通路の疲跡さえ確偲できないほど平坦にされていた。床而には、

粘質の強い土が堆敬していたが、こうした土は本横穴群では他に頚を見ない。１２号墓や１３号墓にように倉

川iとして転川しているものもあるの蓮意図的に敷き詰めた可能性もある。奥壁及び側壁には、現床而から

65ｃｍ程のところに切り込みのような作り出した而の疲跡が確認された。高さはほぼ揃っており、位慨的に

見て奥屍床の名残ではないかと推測される。

天井部は、１９号基同樵、やや平らな蒲鉾形を呈している。iIiI:先線は見られない。

１９号墓をさらに一回り小さくした大きさで、本横穴群岐小である。

遺物(第２３図・図版35）

土師器、鎖恵器、瓦質土器、陶磁器片の他に蝿典１点が川土している。出土状況から横穴に伴うものはほ

とんどないと推測される。

ｌは鮫典の一部と考えられる。全長4.9ｃｍ、幅0.85ｃｍを測る。かなり鋪が進行しており、一部内部が空洞

化している。

１１２１号蕊

遺櫛(第２４図・図版25）

17号墓と１８号墓のlIUに位慨する。洲森終盤に発見して｢21号墓」と命名、澗在に入った維緯がある。１８

号蕊以上に残存状況が悪く、原形を留める部分を見出すのが困難なほどであった。天井部と壁面の大半と玄

篭前壁より手前を失っていた。主軸も判然としないが、残存部よりＮｌｌ８ｏＷ、東に開口していたと推測され

る。

玄室は、幅205ｃｍ、賎存奥行190cm、残存高さ130ｃｍを測る。平面プランは、台形か是方形を呈すると考

えられるが、詳細は不明である。地山の風化によって本来の辿椛面を検出することが困難であったが、奥屍

床と右屍床の存在を確認できた。また左屍床も明確な仕切りは検出できなかったが、屍床而らしき平坦な部

分を玄室左側で検llIしたので本来は、他の横穴墓同搬、．の字形に配慨されていたと推測される。通路もあっ

たようだが、編や長さは判然としなかった。

天井部は、残存していないため形態は不lﾘjである。

遺物(第２５図・図版35）

遺構確潔のためのトレンチより鉄搬１点、刀子1点、鉄嫉１点、刀子１点、符玉２点、算盤玉１点、丸玉

1点、小玉３５点が出土している。遺柵の残り具合に反して、床而付近から玉類を始めとして遺物が多く出土

している。

なお、１８号墓とのⅢの客土を掘削中に111土した弧忠器については、「１２その他」で取り扱う。

１は三角形蛾である。茎部の一部を欠捌している。幾存災7,0ｃｍ、身部長３．０ｃｍ，身部帆2,9ｃｍ、頚部量

2.7ｃｍ、残存茎部是1.0ｃｍを測る。身部はやや面災ながら均拙のとれた三角形を呈する。茎部には矢柄とそ

れを巻きつけた樹皮状の有機物が残っている。２は刀子である。身部の途中から破扱したのであろうか、身

部の一部のみ残存している。独存長4.9ｃｍ、身部蛎1.6ｃｍを測る。

玉頚については、播玉は碧玉、算盤玉は水晶製と考えられるが他はガラス製である。色鯛は、袴玉では深

緑２，算盤玉では透明、丸玉では紺、小玉では青黙１点、紺４点、背９点、緑３点、水17点、黄１点である。

3０
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１

国
②

⑥

１２その他(第２６～２８図・図版37）

第２節で述べたように遺構自体は検出できなかったが、その存在を窺わせるような遺物が工耶現場から出

土している。ここでは、主にそれらについて取り上げていく。

１１１土したのは、調盃当時に施工していた擁蛾工那部分からである。遺物を確認した時点で既に掘削作業は

終了しており、出土状況の記録には至らなかった。しかし、発見した工聯関係者の話によれば、特に擁雌工

小部分の北端で多く出土したとのことである。そこは、ちょうど９号墓から１１号墓にかけての前方部に位悩

し、前庭部か墓道に相当する部分でもある。網コンテナ約３知分の土師器、須恵器がここから出土しており、

蕊前祭魂に用いられた土器群の可能性が商い。ここでは、磯りのよいものと特徴的なものを図示している。紙

面の都合上、概略のみだが法赴等については巻末の観察変を参照されたい。

出土したのは、土師器（１～6）と須恵器（７～３１）である。点数としては須悪器が多数を占める。

土師器は、高坪（１～４)、壷（５．６）といった供献川のものが出土している。１．３以外は、器而に赤

色顔料が漆布されているのが確認できた。問坪は、坪部が丸底なものが目立つが、１のような口緑が外反す

るタイプもある。範は大小2点あるが、どちらも外面を赤彩し、丁寧に勝き上げている。

弧恵器は、椀（７）、蓋坪（８～12)、間坪(１３～24)、腿(25.26)、壷(27）提瓶(28)、劃(２９～３１）

が出土している。蓋坪は、蓋（８～１０）と坪(11.12）とがあるが、８には天井部外面にへう記母が刻まれ

ている。また１１は、有蓋商坪の蓋(18）とセットで出土している。高坪は、無蓋高坪(１３～17）と符離間

坪(１８～24）とがあり、うち蓋は２点(18.19）である。無蓋間坪では、１４以外は所訓｢赤焼け土器」で

ある。有薙商坪では、長脚２段透かしがあるもの(21.23）とないもの(20.24）が見られるが、残存状況

が芳しくないため、透かし孔の形状等は定かではない。２０は、坪部外面にへう記号がある。魁は、全体の形

状が分かるものは２５のみ電文様は入っていない。２６は、口縁部のみ残存しており、わずかにへラ描き斜

行文が確偲できる。壷は、２７のみで短頚斑と推測されるが、緋細は定かではない。胴部外而に刺突文が入る。

提股は、同じく１点のみ(28）で口縁部や胴部がかなり欠批している。翌は、口縁部(29）と胴部(３０．３１）

を掲峨した。２９は、１．２条の沈線で文様補を形成して、へラ描きの斜行文を各段方向を変えながら刻んで

3２
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第４節その他の時代の蝋充結果

節４節その他の時代の調盃成果

１横穴蕊内出土巡物(第２９図・図版3①

検穴蕊内から川土した遺物で古填時代以外の所産と考えられるものの中から特徴的なものを取り上げたい。

紙而の都合上、概略のみだが法湿等については巻末の観察表を参照されたい。

１は、太型蛤刃石斧である。途中で欠損しているが、刃部には使川疲も見られる。器面調整のための鼓打

痕が多く洩る。２は砥石である。４面に使用痕が残る。

３～６は、土師器で皿（３．４）と坪（５．６）である。IllLは口掻8.9ｃｍ前後、器商1.1～2.2ｃｍを測り、

底部にはへう切り疲が残る。坪は口径11.8～13.5cm、器商3.2ｃｍ前後を測り、庇部には糸切り痕が残る。

７は、白砿椀の破片である。発色にややムラがある。

８．９は、瓦質土器の羽釜である。どちらも内外面は丁寧にナデ洲拙を施すｂ８は口縁から体部の破片の

みだが、９は全体の約1／2残存している。体部に菊花文が押印されている。

１０．１１は、当初鉄刀と考えていたが、観察した結果、その形状から旧Ｈ本陸服で使用されていた｢三十年

式銃剣」と判断した。本来の剣身長は40ｃｍあったそうだが、２本ともその５～６削程度残存している。彫

洲も比較的よく賎っているが、反対側は錆で段われよく見えない。

１２～１４は、いずれも寛永通宝である。初鋳年代は1626年である。今回の調在では計６枚の古銭が出土し

たが、褐戦できたのは３枚のみである。

２防空壕跡(図版26）

本横穴群が所准する下益城郡城南町には、かつて旧Ｈ本陸氷の飛行場（隈庄飛行場）があったことから凧

関係の施投が多く辿設された。その多くは、解体・撤去されており、当時の槻子を窺い知ることは困難になっ

ている。

そうした１１'で本横穴群内にある防空壕跡は、城南町に現存する数少ない戦争辿跡と言える。残念ながら諸

般の耶柵により群細な澗査には至らなかったが、以下に概要をまとめたのでこれをもって報告としたい。

確偲した防空壕跡は、２１号墓から１９号蕊のIMlに位世している。当初４韮と考えられたが内部で連結して

おり、火は１韮であることが判明した。民家の真襲にあるため物脱として奨年使用されていたらしく、内部

は雑然と物がWtかれており、足の踏み場もないほどであった。

４つある入り口は、幅２９０～320ｃｍ，高さ２００～220ｃｍを測り、アーチ状を呈する。北端のものがわずか

に小さいが、全体としては規模も形態もほぼ同じである。直線的に300ｃｍ樫棚り込んであり、そこからそれ

らを繋ぐように南北方向に横穴が通っている。内部も北端の穴のみやや狭いが、それ以外は幅300ｃｍ前後で

統一されている。壁面には、縦方向に走る幅10ｃｍ程度の工具疲が断続的に確認できた。一見すると一定間

隔で筋が入っているようにも見える。

側而には、計４箇所で対となるような窪みが見られた。床面から問さ７０～９０ｃｍの所に縦１０～２０×横10

×商さ１０ｃｍの脇穴のようなもので、南端入り口にあるものは、上下２つずつ彫られている。また同じ南端

入り口右側耐には、文字らしき線刻も確認できた。かすれていてすべてを判統できないが「立人○○（○は

不明部分)」とも瀧める。もっともこれが当時の所産かどうかは定かではない。

前述のとおり、内部は物世として長い間使用されているため、当時の進物を見つけることはできなかった。

3６
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第Ⅳ章自然科学分析

熊本県城南町飛尾横穴群出土の古城人骨
＊ 幸＊

松下孝幸・松下真実

【キーワード】：熊本県、古城人骨、柵穴墓、男性、大腿骨、刀加

はじめに

熊本染下益城郡城南町大字東阿問字飛足に所在する瀧横穴群の発掘鯛盃が､急傾斜地崩壊対策瓢業に伴っ

て2007年度（平成１９年度）におこなわれ、２基の横穴墓から人骨が出土した。

飛者が調盗に携わったり報告１１Fを神いた熊本県内の古城時代人冊については、益城町の福原横穴蕊群（松
みゆききぺ

下・他、1985a)、玉名市小路洞ｲ＃（松下、l985b)、熊本市の古城横穴蕊群（松~ド・他、1985c)、御幸木部辿跡

群（松下、2006c)および北岡械穴群、鹿本町津袋大塚東側１号石棚（松下・他、l986a)、山鹿市湯の口枇穴蕊

群（松下・他、1986b、l988a)と舞野辿跡（松下・他、1989c)、七城町瀬戸口横穴墓（松下・他、1989a)、中央
に し う る の

町四十八塚５号斌（松下・他、l989b)、宇土市西潤野２号城(松下・他、1992)、熊本市五丁中原遺跡群（松下、

1997)､鹿央町広諏訪原巡跡（松下､2004曲)鶴益城町城の本２号城（松下､2006b)､合志町豊岡宮本横穴群（松下、

2006a)があるが、横穴墓は盗掘を受けているものが多く、人骨の保存状態はあまりよくなかった。この中で

保存状態が比較的よかったのは、抑袋大塚東側１号石棺、中央町四十八塚５恐坑、西潤野２号域、豊岡宮本横

穴群から出土した人骨である。このほかに、八代市消水１号古城（内藤･他、1980)、城南町丸尾５号戦（内藤、

1975)からも古填人骨が出土しているが、保存状態はよくない。

一般的に熊本県内の横穴難から川土する人骨の保存状態はよくない。これまで旅者らが調査に携わった横穴

群で比較的保存状態がよかったのは、合志町の豊岡宮本横穴群と熊本市の北|Ｍ１枇穴群である。後者からは計測

ができる四肢骨や埋葬姿勢がわかる人冊が出土した。

本横穴墓から出土した人什は什髄が硬く、計測や観察に十分耐えうる壷料で､古城人骨としては賞砿である。

人顛学的観察や計測をおこない、喋内の黄料と比較検討してみたので、その結果を報告しておきたい。

資料

表１出土人骨一覧（Table１.ListofskeIetons）

辿柵番号人付番号性別年齢伽考

１４号墓14.FE－１

１９号墓l9-FE-l

男性

男性

不明

不明

右側大腿骨

左側大腿骨

今回の調炎で人骨が検川されたのは、１４号蕊と19号墓の２基の横穴蕊からで、それぞれ大腿骨が１本ずつ

出土した。１４号墓では通路の擾土から、１９号墓では玄室内の消揃中に発見されたもので、いずれも

埋葬状態を示していない。表ｌのとおり、後述している所見からこの２本の大腿骨は男性の大腿竹

＊TakayukiMAfrSUSHITA，＊＊MaSamiMAfrSUSHrl乳

ThcDoigahamaSi[eAnthropologia1iMuseum〔土井ケ浜遺跡・人類学ミユージアム〕↑
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と思われる。年齢は推測できないが、参考までに年齢区分を変２に示した。

この２本の大腿骨は、考古学的所見より、古城時代に胴する人骨と推測されている。計測方法は、Martin、

Saller(1957)によった。

表２年齢区分（TabIe2DMsionofage）

末成人

成人

年齢区分

乳児

幼児

小児

成年

壮年

熟年

老年

年 齢

１歳未満

１歳～５歳（第一大臼歯萌出世前まで）

６歳～１５歳（第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで）

16歳～20歳（蝶後頭軟什総合癒合まで）

21歳～３９歳

４０歳～５９歳

60歳以上

(40歳未満）

(60歳未満）

注）成年という用語については土井ヶ浜遺跡第１４次発掘調変報告杏(1996)を参照されたい。

所見

各人骨の残存部は図２に示すとおりである。また、ｆＨｿ･の計測値は文末に一括して掲げた。

１４号墓

１４号墓から検出されたのは右側大腿骨のみである。

１４－ＦＥ－１（大腿骨･男性･年令不明）

長さはそれほど長くはないようである。竹体上部は刷平で、粗線の発述はきわめて悪い。

計測値は、′W,体中央矢状経が28mm(右)､什体中央横従は30ｍｍ(右)唾骨体中央断面示数は93.33(右)と

なり、骨体間側而の後方への発述は愁い。柵体中央別は88ｍｍ(右）で、ｆｉ･体は太い。また、上骨体断面示数

は70.59(右）となり、什体上部は肺平である。

大腿冊体が太いことから、性別を男性と推ilIIした。年令は不lⅢである。

１９号墓

１９号蕊から検出されたのは左側大腿冊･のみである。

１９－ＦＥ－１（大腿骨･男性･年令不明）

奨さはそれほど焚くはないようであるが、細線の発述は良好で､骨体両側而の後方への発達もきわめて良

好である。

計測値は、什体中央矢状掻が31ｍｍ(左)､冊体中央柳径は26ｍｍ(左）で､骨体中央断面示数は119.23(左）と

なり、粗線や骨体両側而は後方へ発述しており、柱状を呈している。什体中央周は９１ｍｍ(左）電骨体は太

い。また、上骨体断而示数は80.65(左）となり、什体上部の刷平性は弱い。

大腿骨体の径が著しく大きく、粗線や什体両側而の後方への発述も良好なので、性別を男性と推定した。年

令は不明である。

＜利器による傷＞

外側面に刃器によるものと思われる明瞭な傷がみられる。冊体中央部の外側面に認められる傷は４ヶ所あ

4０
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る。この傷は骨体を横断する方向に線状に走っており、４条の傷跡は平行である。一番上の傷は長さ約８ｍｍ

で浅く、傷口は鋭くない。２稀目の傷は焚さが約７ｍｍと短く、傷口は浅い。３満目はもっとも傷跡が大き

く、焚さは約２７ｍｍもあり、ｲﾘﾙは粗線にまで及んでいる。断面はＶ字形であるが、近位部が鋭く速位部は１１１

造である。これは刃がやや上方から入ったことを物語っている。４稀目の似跡は長さが約２４ｍｍあり、これ

も粗線にまで達している。深さは洩く、幅も狭いが、明らかにやや上方から刃が鋭く入っている。傷が大腿

部の外側にみられることから、刀などのかなりの破壊力を持った武器の仙川が予想される。筆者らは、古城

人f１．でこれほど鮮明な傷をこれまで見たことがない。

考察

大腿骨の計測値を熊本県内の古城人と比較してみた。表３（3.1,3.2)は大腿冊の比較表である。骨体中央周

は、14.FE､1が８８ｍｍ、19.FE､lは９１ｍｍで、いずれも骨体は太い。前将は表３に掲げた２５例中大きい方から８

播目に、後者は7番目に大きい。ちなみに２５例の平均値は88.00ｍｍとなり、この平均値も古城人大腿骨としては大

きい方に属する。骨体中央断而示数は１４.FE-1が93.33で、この示数価は表3では、西澗野2蟻福原Ｄ、古城、

柵原Ｃ、小路に次いで小さいが、I9-FE.'では119.23と大きく、四十八塚２号に次いで大きい。上骨体断面示数は

14.FE,1が70.59となり、この示数値は西澗野2号、福原Ａ、北岡14.FE,lに次いで小さく、14.FE,1の骨体上部は刷

平である。19.FE､1では80.65となり、北岡l4dYbO2、御幸木部、四十八塚6号、泳袋1号、四十八塚5銭福原Ｂに

次いで大きな値となり、骨体上部の刷平性は弱い。

要約
きびのお

熊本県下益城郡城南町大字東阿間宇飛』せに所在する飛尾横穴群の発掘i柵充がおこなわれ、２基の横穴蕊から

人１W･が出土した｡検出されたのは2本の大腿骨だけだったが､保存状態は良好で､人類学的観察や計測をおこない、

以下の結果を得た。

1．今回の調査で人骨が検出されたのは14号墓と１９号墓の２基の横穴難で、それぞれ大腿骨が１本ずつ出土

した。

２．２例とも男性大腿骨である。この大腿骨は考古学的所見から、古城時代の大腿付と推測されている。

３．２例とも大腿骨体は大きい。１例は粗線と骨体両側面の発述が懇く、什体上部が扇平である。もうｌ例

は粗線がよく発達し、什体両側而も後方へ伸びており、柱状を呈しているが、什体上部の扇平性は弱い大腿

骨である。長さは２例とも不明である。

４．１例の大腿骨の外側面に刃器による傷が４ヶ所（４条）認められた。

5．熊本県では、鮫近古峨人fi･の出土例が畑えるに従って、大腿付などの四肢'iり．が太くて頑丈な例が目につ

くようになってきた。結論を出すにはまだ例数が不足しているが、これまでの資料から推測すれば、熊木蝶

の男性古職人は屈強だった可能性が強い。
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表４大腿骨(、）（FemuI）

露ＩＷｔ自然科学分析

図２人骨の残存図（アミかけ部分）
(Fig.２Regionsofpreservasiono｢theskeIeton・ShadedareasaIrepreserved）
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第Ⅳ亜自然科学分析

飛尾横穴群における自然科学分析
株式会社古環境研究所

１．間然科学分析の慨製

飛足横穴群の発掘調査では、９号墓から１０号蕊前の工耶現場において、地表下約1.3ｍの悲灰色粘質層か

ら須恵器坪（身と蕊が合わさった形）が出土し、内部には土塊（試料１）や炭化した捕物遺体（試料２）が

残っていた。そこで、試料の年代や鎖恵器坪の内容物について怖報を得る目的で、両試料について放射性炭

素年代測定を試みた。

１１．放射性炭素年代測定

１．はじめに

放射性炭素年代測定は、光合成や食物摂取などにより生物体内に取り込まれた放射性炭素（'℃）の濃度

が、放射性崩壊により時間とともに減少することを利用した年代測定法である。樹木や穂実などの植物遺体、

冊．、貝殻、土壌、土器付着炭化物などが測定対象となり、約５万年前までの年代測定が可能である。

２．試料と方法

試料NOL 地点･層準 棚類 前処理 測定法

Ｎ0.1 9.10号墓前,須哩淵坪内の土壌 土壌 湿式筋分,酸洗浄 ＡＭＳ

No.２ ９．１０号基前,叙惑洲坪内の炭化物 炭化物 超脅波洗浄,雌-ｱﾙｶﾘー 肢処理 ＡＭＳ

ＡＭＳ：加速器賀iit分析法（AccelcralorMassSpeclrometry）

３．測定結果

拭料No. 測定No. ６】3Ｃ

(PED.） (%b）

No.１ 10823 -21.98±０．１９

No.２ 10824 -27.01±０．２０

MC年代

(年BP）

1520±２０

170±2０

暦年代(較正年代）

１０(68.2％確率）

AD535.595(68.2％）

AＤ1660.1690(12.7％）

AD1730･'810(47.1％）

AＤ1930.1950(8.4％）

２ｏ(95.4％確率）

ＡD430.490(18.1％）

AD510-610(77.3％）

ＡＤ1660.1700(17.8％）

ＡD1720.1820(57.9％）

ＡＤ1910.1960(19.7％）

ＢＰ：Beib1℃Physics（P妃sen【)，ＢＣ：紀元前，ＡＤ：紀元後

デルタ

（１）６'3Ｃ測定ｉｉｉ

試料の測定１℃／鯉Ｃ比を補正するための炭素安定同位体比（1℃／１℃)。この価は標準物質（PDB）の同位

体比からの千分側鍍（%｡）で表す。拭料の６１℃価を-25(%｡）に標堆化することで同位体分別効果を補正す

る。

（２）１℃年代測定価

拭料の１℃/'℃比から、現在（AD1950年基点）から何年前かを計算した値。１℃の半減期は5730年である

が、国際的悩例によりLibbyの5568年を用いた。
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（３）暦年代（CalendarAge）

過去の宇宙線強庇や地球磁場の変動による大気中'℃濃庇の変動およびＭｃの半減期の述いを較正するこ

とで、より火際の年代値に近づけることができる。暦年較正には、年代既知の樹木年輪の群細な'4ｃ測定値

およびサンゴのＵ/rｈ（ウラン／トリウム）年代と１℃年代の比較により作成された較正IHI線を使用した。較

正IMI線データはIntCaIO4、較正プログラムはOxCa13.1である。
シグマ

暦年代は、’４Ｃ年代値の偏錐の幅を較正IMI線に投影した勝年代の幅で示し、OxCa13.1の確率法により，ｕ

(68.2％確率）と２。（95.4％確率）で示した。較正曲線が不安定な年代では、複数の１｡、２｡値が表記さ

れる場合もある。（）内の％表示は、その範囲内に暦年代が入る確率を示す。グラフ中の縦軸上の曲線は'℃

年代の確率分布、二重曲線は勝年較正曲線を示す。

４．所見

加速器質iit分析法（ＡＭＳ法）による放射性炭素年代測定の結果、ＮｂＬ１の土壊では1520±２０年ＢＰ（１ｕの

暦年代でAD535～595年)、ＮｂＬ２の炭化物では170±２０年ＢＰ（AD1660～1690,1730～1810,1930～1950

年）の年代値が得られた。

文献

BmnkRamseyC.(1995)Radio“rbonCalibmtionandAnaIysisofS【mtigmPh)mleOxCalPmgmm,Radio“rbon,37(2)，

P,425-430．

BronkRamseyC.(2001）DevelopmentoftheRadiocarbonProgmmOxCal,Radiocarbon,43(2A),355.363．

PaulaJReimcre1al.,(2004)ImCaIO4merrestrialmdiocarbonagecaiibmtion,２６．０kaBERadiocarbon46,P,1029.PaulaJReimCre1al.,(2004)ImCaIO4merrestrial

lO58・

中村俊夫（2000）放射性炭索年代測定法の韮礎． 日本先史時代の14Ｃ年代,p､3.20.
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節１節古填時代

第Ｖ 章総括

第１節古墳時代

今回の調査では、調盃区内に分布する２１韮のうち計10韮の横穴墓の内部調在と１基の玄室の実測を行っ

た。しかし、これは本来存在するとされる横穴墓の15％に満たない数である。したがって今回の調在結果が

そのまま本横穴群の全容となることはありえないが、その一端を垣間見ることができたのは間違いない。本

横穴群を含めた城南町、ひいては緑川流域における古城時代後期の古墳文化解明の一助となることを願いつ

つ、澗在結果のまとめと多少の考察をもって総括に代えたい。

遺柵については、玄室内の榔造が明らかになった１１基から見ていく。今回の調査では、前庭部や淡道部、

さらに墓道といった葬送儀礼の場として機能していたであろう遺栂がほとんど調在できなかった。そのため

主に玄室規模やその櫛造から判断することになる。

全体的な特徴としては、屍床区画を有するということが挙げられる。現在は消失していても仕切りや屍床

の痕跡が確認できるものを含めると調査対象１０基すべてで何らかの屍床区画の存在を確認した。また、現存

する屍床区画を確認する限りではいずれも．の字形を呈しているが、これは美渡口雅朗氏の分類におけるIV類

に相当するものである。このことがただちに緑川流域におけるⅣ類主体説を証明するものかは分からないが、

Ⅳ類のある程度の優位性を聖付けていると首えよう。そして天井部の形態が他地域で見られるような思根形を

表現したものはなく、蒲鉾形やドーム形であることも全体的な特徴の一つである。もっとも同町内に所在する

城の鼻横穴群では、ドーム形の他に寄棟形も確認されているので、本横穴群でも未捌査の部分に他形態の天井

部が存在する可能性も否定できない。類例の瑚加を待つ他ない。

次に本横穴群における玄室の分析を行う。玄室構造は、玄室の平面形や天井部の形態、各部の榊造等から

現状では以下の３つに分顛できる。

１額:平面プランは凸形で天井部は蒲鉾形、壁と天井の境には軒先線が巡る。通路は平坦気味。（1号、１２

号）

２類:平面プランは災方形で天井部はドーム形、軒先線はなし。通路は細畏気味で羨門部に向かって傾斜。

（14号、１５号、１７罰

３類:平面プランは台形で天井部は蒲鉾形、軒先線はなし。１，２類に比べ小型の玄室。（１９号、２０号）

１３号、１６号、１８号、２１号墓については、玄室榊造に不明な点も多いため除外しているが、上記の分類に

含まれると推測される。粁先線の有無や通路の傾斜を見る限りでは、１類→２類という時間的変遷が窺えな

くもないが、両者の間で明確な時期差があるかは不明である。３類については、玄室内部を削平されており、

１，２類との構造的な比較が難しいが規模的に小型である点は、何らかの相述があることを物語っている。

３者は、櫛造的な相違の他にもその分布域にも違いが見られる。１類は今回の調査区の南～中央部に位髄

するのに対して２類は中央部、３類は北部に位慨している。３額が位置的にやや離れているが、１，２類は

近接しており連綿と築造されている感がある。３類の特異性が分布域からも窺えるわけだが、こうした差異

が時期的なものなのか、それとも系統的なものなのかは、今回の調査では明らかにできなかった。ただ１号

墓と１２号墓の間がまったく玄室内部の調充が行われていないため、果たしてこうした分布が適当かどうかは

今後の調査を待つ他ない。

逝物については、ｌｌＭ口して久しく埋葬当時の遺物はあまり破認できなかった。それでも土師器、弧恵器、
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鉄嫉、刀子、弓金具、耳環、符玉、算盤玉、切子玉、丸玉、小玉等が出土したことは大きな成果であった。

特に１２号墓では、奥屍床から170点近い玉類が出土しており、予想外の出土数である。一方でｴﾘ現場から

出土した土器群は、遺構としては確認できなかったものの、その出土状況から前庭部か墓道の存在を窺わせる

もので、一括品の可能性が高い。以下、種別毎に述べていく。

土師器、須恵器の土器類は、その大半が工事現場からの一括品である。蓋坪、高坪、壷、醜と蘭った供献

品が多数を占めるのは、葬送儀礼に用いられたことを示している。須恵器の中には所謂「赤焼け土器」が含

まれるが、いずれも無蓋間坪である。出土した須忠器の多くが宇城産のようだが、中には胎土や焼成が異な

るものもあり、搬入品の可能性もある。有蓋高坪の篭と蓋坪の坪身がセットで出土したが（第26図１１、第

27図18)、これは本来別個体の蓋と身を１個体として利用していたことを示すものである。これを転用又は

再利用と呼称できるかは定かではないが、当時の葬送燃礼における容器利用の様相の一端を垣I川兄せるもの

と言える。そしてこの坪の土壊を年代測定した結果、６世紀前半～末という数値が得られている。安易にこ

の結果をもって本横穴群の年代を特定するのは早計であろうが、出土した須恵器が陶邑編年のⅡ型式５段階

～６段階柑当であることを考倣すると興味深い数値である。

鉄嫉や刀子を始めとする鉄器は、器種不明なものを除くと１２号、１４号、１８号墓で比較的多く出土してい

る。鉄簸は焚頚鯨、三角形倣、腸挟三角形嫉を確認している。１２号墓では災頚搬のみ、それ以外では三角形

餓や腸挟三角形職も確認している。本来の埋葬状況を保っていないため、こうした傾向が各横穴蕊の時間的、

階層的差異を示すものかは断謝できないが、注意しておく必要がある。また弓矢関係では、弓金具が４点出

土した。うち３点は、１２号墓左屍床からの出土でしかも同じ屍床からは、鉄嫉も出土しており、これらがセッ

トで納められた可能性も示唆している。弓金具にはいずれも木質が付蒲しており、弓に装着されていたこと

は間述いないが、山鹿市湯の口横穴群第129号墓出土例のように弓金具が装蒲された弓自体が出土していな

いため、どのように装着されていたかは不明である。賜具とおぼしき鮫具も２点出土したが、横穴墓に伴う

ものかは、出土状況等から疑わしい。

装身具としては、耳環と玉類が出土したがほとんどがふるいがけにおいて見つけたものである。前述した

とおり１２号墓からの出土が般も多い。他は１４号、１７号、１８号、２１号墓から少量出土している。詳細な出

土地点は分からないものの、各屍床や通路毎でふるいがけを実施したものについては、大まかな出土状況を

窺い知ることは可能である。その中で興味深いのは１２号墓の出土状況で、奥尻床から耳環１点、玉類174点、

右屍床から玉類１点、通路から玉頚28点が出土しているが、左屍床からはまったく出土していない。その一

方で左屍床からは、鉄識と弓金具が出土するが、他の屍床や通路では出土していない。装身具が主体の奥屍

床と武器が主体の左屍床、それぞれに埋葬された被葬者の性格の差か、副葬品の埋納場所の違いなのか、あ

るいは単なる偶然の産物かは、現時点では結論づけることはできない。玉類の棚類は、丸玉や小玉が主体で

管玉、切子玉、算盤玉が１～３点見られる程度である。色調的には黄色が全体の半分近く（138点）に上り、

他に背黒、捜紺、紺、背、深緑、緑、水、赤といったものが確認された。担当者の主観によるところが大き

いため、実際にはもう少し絞られるのだろうが、少なくとも黄色の優位性は間違いない。玉類の多くがガラ

ス製のようだが、詳細な科学分析を行っていないため、その材質についてははっきりしない。耳環について

も詳細は未確認だが、肉眼観察ではいずれも金環と推測される。

今後、科学分析により材質や柵造等が明らかになれば、本横穴群の性格等がさらに解明されるだろう。

なお、本横穴群からは、１４号、１９号墓から男性の大腿骨が出土している。古墳時代の人骨であるとのこと

だが、開口して久しく埋葬の状況等詳細は不明である。しかしながら、介川(やゴミ捨て場に転用されながら

も貴政な人顛学的資料が得られたことは、当時の人々の生活を考える上で爪要な発見と言える。
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師２節その他の時代

以上、古城時代の遺櫛・逝物について私見を交えて述べてみた。最後に城南町（緑川流域）における本横

穴群の位悩づけや今回の調査の意義について触れてみたい。城南町の古城時代を代表する遺跡と宮えば塚原

古墳群であるが、塚原古墳群の築造が終駕を迎える６世紀末を境に近隣の横穴群へと墓制が変化していった

可能性が商いことを松本健郎氏が指摘している。本横穴群の築造時期については、断定できるような根拠は

ないものの、出土遺物や年代測定から類推すると６世紀末から７世紀前半という時期が有力である。仮にこ

の時期が適当であるとすると松本氏の見解を裏付けることになり、緑川流域における塚原古墳群以後の古城

(横穴群）の動向が少しではあるが明らかになったと蘭える。周辺の横穴群との関係については、資料不足の

ため今後の課題となるが、公開されている玄室の形態や出土遺物の資料を見る限りでは、本横穴群と類似し

ており、時期的に大きく外れるものではないと推測される。

城南町では、県内有数の横穴群分布地域であるにもかかわらずこれまで捌盃の実施された例が少なく、そ

の内容もほとんど明らかになっていなかった。今回の洲査は、一部ながら棚穴群の内容を明らかにできた点

において有愈義なものであったと言える。横穴群の配枇やその内部櫛造、副葬品について資料化することで

今後の調在・研究だけでなく、当該地域の文化財保遡・活用事業にも寄与しうると期待される。

第２節その他の時代

古墳時代以外の遺物も多く出土したわけだが、多くが流れ込んだものであり、原位置を留めるものはほと

んどない。したがって遺構（横穴墓）との関係を示すようなものは少ない。わずかに中世の土師器が出土し

ていることから当該時期における横穴墓の再利用を窺わせるくらいである。底部調整にへう切り（１５号墓出

土分）と糸切り（１６号墓出土分）があることから、再利用の時期差も想定できる。しかしどのような形で再

利用されたのかまでは明らかにできなかった。

近世の遺物としては、寛永通宝が６枚確認できた。うち５枚は、１６号墓から出土している。

他にも太平洋戦争に関係する資料も確認できた。１６号墓から出土した３０年式銃剣と防空壕跡である。銃

剣は、２点とも同じような艮さで欠損した状態で出土しているが、これは30年式銃剣が剣身の豊さから途中

で折損しやすいという性蛍に起因するのではないかと推測される。本来、刺突を目的としていながら細長い

刀剣型を呈している３０年式銃剣の柵造的欠陥を物語っていると言える。

防空壊跡は、個人のものにしては規模が大きすぎるため、通事用ではないかと推測される。第Ⅲ京で述べ

たように城南町には、終戦まで隈庄飛行場が存在していた。ここには、昭和１６年に大刀洗陸軍飛行学校隈庄

教育隊がM1設されて以来、旧日本陸地の軍事施設として機能していた。昭和20年には教育隊に変わり飛行第

110戦隊が配賦され、沖純戦線にも出撃していたそうである。その頃から米耶の空襲に備えて基地の施設を

周辺の山林に移転する作業が行われており、そうした作業の一環として本横穴群域内に防空壕を雌殺した可

能性もある。地元の方の話によると戦時中に車両が防空壕を出入りしていたとのことで(註)、こうした証言か

らも本施般の性格が窺い知ることができるだろう。ちなみにこうした防空壌跡は、調査区外にも複数存在す

ることが確認されているが、地盤の軟弱さもあって崩壊しているものも少なくない。第Ⅲ章で述べたように１

号墓の隣にもこうした防空壕跡が確認されている。椛兇の限りでは栂造的に共通点が多いことから同様の施

設であったと推測されるが、崩壊が進んでいるうえに廃棄物が放慨されていたため、末調査である。

古城時代に埋葬が行われた後も中世以降の文物が迎綿と確認されているが、利用のされ方はともかく本横

穴群が当時の人々と共に歴史を刻んできたことは間述いない。

笠：浦川純一･氏（城南町教育菱貝会）の牧jj虎による

5２



参考・引用文献一覧

･佐、茂｢九州における横穴蕊研究の現状と裸題」『九州の横穴墓と地下式横穴基』第４回九州前方後円城

研究会大会発表要旨集一資料編-2001年

･松本雌郎｢中九州の横穴」「森典次郎博士古稀記念古文化論築」下巻1982年

･美濃口雅朗｢地域の概要一肥後一」『九州の枇穴墓と地下式横穴墓』第４回九州前方後円填研究会大会発表要

旨災一資料編-2001年

・中村浩｢和泉陶邑無の研究一鎖恋器生産の雅礎的考察一」1981年

.大阪府立近つ飛鳥博物館編｢年代のものさし－陶邑の須恵器三l大阪府立近つ飛鳥博物館図録４０平成17年

度冬季企画展亜要文化財指定記念2006年

･市毛勲｢古墳出土の鉄製留金形小品について－その名称と川述をめぐって宝｣「古代学研究」第87号1978年

・比佐陽一郎｢弓金共の再検討」『月刊考古学ジャーナル」１２月号Ｎ､4962002年

･橋本述也｢有機質製叩胃・盾．縦･胡綴・弓」「考古資料大観」第７巻2003年

,杉山秀宏｢古境時代の鉄振について」「橿原考古学研究所論拠」第81988年

・網田iU生｢肥後における回転台土師器の成立と展側」「中近世土器の基礎研究』Ｘ１９９４年

､美濃にl雅朗｢熊本蝶における中世前期の土師器について」仲近世土器の韮礎研究」Ｘ1994年

･山本傭夫｢統計上の土器一歴史時代土師器の絹年研究によせて－ｊ『乙銑砿隆先生古稀記念九州上代文化

論集」1990年

･中世土器研究会縄｢概説中世の土器・陶磁器」1995年

･上村文男｢第２章下益城地区」「子どもと歩く職争遺跡ｌⅢ2007年

上記の文献の他にも第Ⅱ章で掲職した文献を始め数多くの棚告書等を参考にさせてもらったが、ここでは

割愛している。

5３

鋪Ｖ莱総括



検穴墓一覧

｜
Ｊ '--’

＝

表３

一
一

Ｆ

蕪カッコ内は呪存価◇故侃の後'二？がつくものは椎定匹

5４

脅号 平面模式図
親ｉ

規頓

帆

､郎
(画》

股さ

劇

梱

鄭同1部
卜模(画）

奥行 商さ

玄溢
規模(画）

轍 奥行 商さ

天井の
形鰻

主袖
方向

ＨＨ･調物

狭遊郎
勘

土器 武器武興

瓶

装身具 その他

備考

１ <ﾖリ
147？

ー

２３０

(315） 170 蒲鉾形 ＮｌｌｌｏＷ 実測のみ
現地保存

２ 現地保存
３ 現地保存

４ 現地保存

５ 現地保存

６ 現地保存

７ 現地保存

８ 現地保存
９ 現地保存

１０ 現地保存

１１ 現地保存

１２ 衝 5３ 6０ 104

180
ー

２８０

257 180 茄鉾形 Ｎ５１ｏＷ 土師器

鉄厳８
刀子１

弓金具３

耳環１

丸玉４
小玉１９９

１３ 三Ｅ 170？ 7３ ６６

(170）

２６５

(260） (177）
断

不明

鉾形oｒ
ドーム

形?）

Ｎ‘19。Ｗ

皿 j冨乱 ５８ 詞 (15ｍ

Ｚ４５
ー

２５７

３１６ 205 ドー ﾑ形 Ｎ62.Ｗ
耳環１

鉄製品１
釧皿器

白磁
鉄麟６
弓金典１

耳環１
丸玉１

1５ ｣二目 6７ ９０ 118？

195
ー

242

２７２ 176 ドーム形 Ｎ71.Ｗ MW旦硫１
土師圏
釧M1器

刀子１

１６

190
ー

280

270 180 ドー ﾑ形
土師器
釧忠器
陶磁器

４
５
１
２

釘
銀
石
剣

鉄
古
砥
銃

玄室内
未調壷

】７ b暑［ 刺 5６ ８０ 】2０

２００
一

２４５

２８３ 193 ドーム形 Ｎ96.Ｗ
鉄厳２

賜典?１
鉄製品１

釧胆器

陶磁器
鉄厳２

耳環１
小玉２４

鉄留仙1３

1８ 型 <258） (26‘1） (】１０） 不珊 Ｎ84.Ｗ
土師器
瓢哩器

鉄厳９
刀子１ １

１
１
玉
７

噸
睡
賑
極

1９ 2Ｓ 6６ 5８ １００

166
ー

２１４

２４６ 1４５ 術鉾形 Ｎ39.Ｗ 釧叫器 古銀１

２０ 、 6０ 4３ 115

117
一

１６２

２０４ (150） 蒲鉾形 N29eW

土師器

釧忠器
瓦哲土澗

蝿具?１

2１ ⑭ 205(190） (】30） 不明 Ｎ118.Ｗ
鉄厳１
刀子１

管玉２
算盤玉ｌ
丸玉１

小玉３５



窯
諜
碧
誰
那
詞
「
望
守
煮

５５

毎
哩

狸
望
型
巨
草

冨
三

ｌ
‐
１

劃
苓
叩
一
巨
華

韓
逼
割
苓
型
壱
華

重
竃
割
苓
型
這
華

１
１
１
１

重
冨
割
苓
叩
一
冨
華

雪
電
，

雰
翠
・
一
両
三
一

狸
護
一
詩
一
目
ま

全
奮
苓

圭
窒
善

差
窒
苓

圭
奮
善

畠
，

‐
Ｊ

Ｊ
長
潤
琶

鋤
劉

一

・U

認

雲
詮
・
揮
哩
ｅ
」
‐
墓
昌
冒
『

認
詮
・
厚
型
ｅ
墨
副
冒
昌

篭
迄
ご
型
Ｓ
」
ゴ
ー
Ｅ
』
一
唖

握
亀
ｅ
謹
言
【
三

樫
劃
運
・
電
筑

●
逗
戴
Ｓ
」
墓
昌
【
鼻

越
遅
・
陣
哩
ｅ
」
室
巨
勇

寝
劃
養
・
渥
釦
望
喧

室
豆
・
獣
陣
ｅ
』
墓
Ｅ
Ｅ
廃

渥
包
塵
・
韓
国
巷

●
窯
蓮
ｅ
」
‐
蚕
三
三
詞

慧
逗
・
陣
塑
Ｓ
謹
言
三
一

認
③
芸
・
竃
臣

”
運
重
量
ｓ
淫
蚕
三
三
弱

狸
③
票
・
草
幽
ｅ
騨
目
畠

挺
台
・
津
逗

・
厚
型
ｅ
遥
墓
Ｅ
Ｅ
環

漫
盆
”
二
単
Ｓ
望
三
三
劃

填
詮
・
裳
執
室

●
糠
陣
ｅ
淫
墓
Ｅ
Ｅ
劃

考
舗
・
蓮
望
ｅ
些
喜
三
三
莞

埋
包
室

●
厚
型
ｅ
降
薯
Ｅ
Ｅ
㈱

に
型
ｅ
陛
昌
皇

室
瓢
・
陣
唾
ｅ
衿
蚕
Ｅ
Ｅ
釦

毒
画
室
ｅ
謹
言
皇

電
械
・
竃
導

〃
陣
頃
一
屋
匡
三
昌
一
屋

垂
誠
・
域
運

・
導
噸
ｅ
怪
墓
邑
【
肩

謡
写
”
写
幽
ｅ
陛
雪
目
昌

雲
詮
ｅ
髭
Ｅ
Ｅ
㈲

雲
劃
窒

・
厚
型
ｅ
」
‐
墓
昌
昌
鈍

暮
鐘
・
塞
劃
美

・
薫
逗
ｓ
差
三
三
三
釦

婁
詮
ｅ
怪
冨
目
二
局

目
吋

毒
宮

志
望 望

き
ぎ

』
・
揮
弓

左
画

宮 雪
↑
与
罰
『

毒
冨

』
一
旬
一

毒
画

一
一
毎
『

毒
雪

宮
毒
裂

宮
争
争

毒
冨

雪 雪 雪
毒
電

雪
辛
辛

』
与
鐸
『

』
毎
鐸
『

一
一
鐸
『

壇
冨

冒
僅

冒
承

刺
喉
藻
馨
宣

隆
幸
毎
馨
一
二
一

色
ト
ー

。
咋
十

キ

ロト
や一

ﾐﾐｮ

雪
簿

曇
或
謂
匡
噂
室

や
象
独
善

。
ト
ー

。
ト
ー

●
生
和
註

今乍

爾
●･

湊

寺
．
急
一
一
．
葦
和
慰

や
韓
岬
恥
竿
『

●
坐
・
圭
逼

●
ト
ー

今卜

一
一
・
筆
麺
盆

・
需
塞
酪
砦

寺
・
儒
筆
（
一
・
環
和
璽

一
．
漏
塞
戸
票
、
蟹

。
ト
ー

。
仁
↑

牛
，
潟
遅
雪
和
幸

寺
・
気
運
一
一
．
声
七
呉
房
圏

詐
需
窪
叫
護
匡

寺
・
套
唖

●
掌
智
降
、
紫
遥
撃
亘

。
喉
十
一
一
心
〆
（

・
掌
遅
遅
三

傘
喉
遅
馨
亘

●
装
至
基
音
一
一
一
・
票
ｓ
Ｐ

●
喉
霊
夢
豆

沓
幸
運
導
亘
雰
惇

●
掌
製
時
・
喉
筆
撃
巨

．
上
至
蓉
三
一
一
・
軍

●
輩
碧
等
・
窯
遜
馨
三

一
一
．
票
．
上
塞
ぎ
直

、
窯
逼
基
三

一
一
．
票
・
掌
迩
狸
固

●
掌
理
撃
亘

●
主
睡
蓮
豆

鯵
栄
華
馨
三

．
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
０
０
Ⅱ
０
１
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
－
ｊ
．

、
栄
塞
騨
回
吾
．
票
恥
冨

’
染
筆
埋
亘
弛
蚤

二
裳
・
掌
塞
理
回

●
圭
逼
馨
三

三
景
ぐ
．
掌
遅
導
一
鼻
盈

●
紫
碧
碍
・
栄
至
馨
亘
配
藍

●
掌
塞
撃
回
師
屋

二
糞
、
紫
塞
撃
亘
如
蚤

昌
察
ぐ
．
喉
筆
馨
匡
、
塁

●
掌
剥
等
・
上
遍
華
一
旨
言
監

●
圭
遅
馨
亘
叩
歴

二
篇
．
喉
塞
馨
回
即
蚤

●
喉
至
馨
亘

●
掌
逼
馨
宣
重
着

●
填
塞
碁
三
一
一
．
票
“
垂

、
喉
塞
馨
亘
違
『

ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‐

●
喉
・
喉
逼
暮
三

●
空
室
夢
一
二
三
幾
基
”
里

●
喉
塞
撃
巨
、
蚤

●
掌
至
導
三
一
一
・
軍

も

０１－

÷
●●

基

●
宏
碧
器
・
牽
至
撃
豆
蚤

●
幸
運
哩
亘

●
幸
運
馨
三

●
単
塞
馨
豆

馬
釦

巨
垂

庖
承

割
艶

尋
玉

割
里

劃
空
慧
雪

ヨ
犀

割
年

劃
望
電

劃
菖
電

劃
重
苓
雪

創
室
苓
雪

劃
厘

切
璽
苓
言

９
重
苓
言

劃
蓮
礁
言

尋
慧

ヨ
篭

ヨ
里

割
逗

劃
逗

劃
墓１

劃
玉
君

割
堅

ヨ
墓

劃
室

包
茎

包
茎

包
邑
基 :|畠

劃
匡
望

ｌ
１ｇ巨望 割

塁

包
茎
室

割
冨

ヨ
壁

劃
里

劃
里

‐
，
１
１
ｌ
‐劃

里

昌憎

劃
里

⑳
望

ヨ
ご
望

劃
ご
望

劃
韮
い
Ｉ
（
『
煮
言

劃
電
望

包
望
重
言

劃
基
逢

劃
匡
望

劃
望
垂
言

令
巨
Ｕ
）

塞
糧
誉

暁
。
一
一

（
卜
・
尭
一
）

露
・
峰

（
鍵
，
③
）

⑤
。
↑

（
到
り
副
一
）

‐
Ｉ

（
唾
・
討
一
）

（
二
一
Ｕ
）

塑
糧
蚕

酷
。
。

碇
，
鰯
｛

（
二
宮
〕
）

電
望

◆
哩
一
、

令
飼
◇
輔

十
烏
Ｐ
画

◆
晩
・
ト
ー

◆
↑
。
暁

◆
二
・
○

↑
｝
函
告
（
）
一

割
。
守
一

毒
■
ぬ

嘘
・
今
郭

碗
・
寺

一
■
一
》

つ
い
寺

霊
・
儲

壱
・
寺

一
●
一
句

令
鈍
・
岬

こ
。
一
一

争
醐
・
暁

の
。
寺
『

◆
⑪
．
舗
一

一
・
唖

１
ｌ
ａ
ｏ
－
。

唾
・
一
一

◆
一
②
ザ
｛
』
一

◆
『
寺

（
言
』
Ｕ
）

輩
一
一
一

副
ｐ
つ

（
雨
０
ト
ー
）

ト
・
一
口
一

（
ト
・
喚
［
）

ｃ
・
唖

幸
。
参

（
範
・
範
）

弓
・
寺
『

（
ｃ
・
母
『
）

卜
・
劉
一

釦
・
副
『

の
。
醐
言

（
“
，
毎
）

（
鋤
・
幸
｝

（
劃
・
韓
『
）

（
つ
。
ト
ー
）

（
○
・
唄
一
）

ｃ
・
唯
一

会
）
・
唯
一
）

《
｝
。
（
）
一

（
帥
。
一
一
）

寺
。
鈍
『

劉
些
頚

理
傍
麺
二

糧
。
ｉ
酌
壁

鐘
昼

堤
Ｉ
”
壌
歪

錦
一
｛
釦
》
『

埋
盈
”
画

守
一
画
》
半
『

瞳弄
１望

蚤墨

望
房
釜
や

善
拭

手
裟

製
胃
赴
隼

妾
其

電
静
堂
挙

ヰロ

タl

ぎ

ごO

一

弐
妾
弐

一
●
室
北
竿
禁

輔
一
鈍

謁
一
一

壁昌

一
、
一
声

岩

副
一
一

麓
，
毒
二

監国

生
還
”
昼

向
一
蜘
坤
蜂
一

学
芸

寺
一
飼
唖
一
一
》
ヘ

ミ
胃
垂
三

芽

塁望
吟ｐ■

詞
一
一
ｍ

望：量言

詞
へ
無
恥
》
｛

些
馳

迂
謹

夢
Ｌ
‐

藷
到
漂

童
電

諾
受
票

蓋
室
弓

量
這

韮
奉
罵

蚤
尾

誌
還
郡
一

鞄
君
弓

量
迄

造
返

謹
菖
釦
一

蚤
電

肇
這
半

壱
巷
種
号
音

菱
謹
言
‐

弓
冒
製
革
垂

謹
通
学

今・

逓

蕊
劃
纂

堀
造

認
司
罵

噸
監

謹
萄
語

糎
藍

巽
喜
覇

葺
岩

龍
碧
罵

禽
蚤

謹
雪
寮

塗
電

藷
劃
漂

蚤
迄

巽
萄
蔦

営
這

巽
三
幕

営
篭

霊
罰
漂

潰
這

巽
劃
篇

瑠
営
這

巽
司
漂

麺
蚤
迄

詫
劃
薦 準

菱
萄
寮

岩
奄

韮
劃
罵

砲
ご
昌
三

｛
騨
誉
型
署

痩
詞

窒
周

寒
垂
園

啓

雪
一

一

蕃
雪
三

窪
へ
忠
一

蚕
室
金
一

差
．
器
肖

雲
１
岳
“
一

華
，
寿
君

華
．
号
潤

茎
・
Ｉ
二
季
』

三
．
‐
岳
脈
一

雲
．
弄
料

雲
・
‐
‐
暴
僻
一

望
．
‐
差
旨

Ｉ
：
‐

起
一
．
〕
弄
諏
［

望

善
守 ■

筆
．
暴
肖

筆
．
号

雲
．
俸
津
一

華

善
一

■q

竜
一
．
〕
許
当
‐

軍
．
夢
篇

一
一
一
勺
一
一
が
一

望
一
叫
‐
引
詞
制
引
Ⅷ

二

号

竜
手
一
宗
首

Ｉ
Ｉ

琶
幸
。
〕
奇
や
一

，
〔
〕
詫
奪
霞

⑥８ ＧＯ 6,Ｊ :弓 守 ｕう ④ t､ cｃ

｡’
Ｃ
【

『
『

帥
『

碗
一

一
己
一

吟
『

②
一

R~ 鍾
一

②
｛

ｃ
翻

蝕
圃

１
１

『
釦

ｄ
ｚ
里
重

『
『

｛
声

露
一

副
軸

奄
鈍

＠
制

廼
函

辱
雨

尋
副

④
釦

韓
剥

＠
制

韓
鈍

色
副

④
翻

邑
斡

④
軸

。
“

③
御

や
釦

哩
副

ト
劃

ト
翻

ｒ － ｌ ト
Ｓ０１Ｓ８

↑
制



|」 ’

ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐ Ⅲ、’１

|－
|－
|

園
律
儀
魁
ｅ
③
〉
・
為
十
叩
一
望
Ｓ
垣
種
”
遍
嶋
劃
邦
易
露
、
稲
長

5６

審
理

雲
霊
室
型
信
薫

■●

畠

狸
毎
ｓ
蔭
重
言
員

埋
劃

霊
・
糠
陣
・
揮
童
ｅ
淫
昌
昌

浬
詮
ｅ
浄
雲
日
日
【

劃
望
●
陣
窒
ｅ
些
蓉
Ｅ
罪

樫
亀
・
陣
望
ｅ
」
・
蓉
昌
員

●
黙
陣
・
陣
室
ｅ
砦
》
軍
需

毎
●
浬
劃
芸
ｅ
遥
笥
長

肩渥

劉
亀
ｅ
壷
Ｅ
Ｅ
－

●
減
に
Ｐ
陣
当
ｅ
窪
墓

蛍
郭
・
陣
雲
ｅ
菖
望
冒
昌

渥
金
ｅ
当
署
冒
馬

狸
拾
・
穏
陣
ｅ
降
雪
日
日
『

営
刷
・
陣
窒
ｅ
』
・
雪
Ｅ
昌
一

逼
塞

。
隷
揮
。
陣
童
ｅ
」

糧
劃
至

蓉
言
馬

混
合
ｅ
吟
茎
Ｅ
Ｅ
『

ｆ
…

忘
室 劃

堂
国

監
国

違
琶

堂
型

崖
画

監
国 国

堂
国

造
型 国 国

監
割

堂
琶

造
型

鰯
函

』
窪
垂
一

冨
薫

●
喉
塞
導
亘
一
・
葦

璽
芸
・
紫
塞
導
回

●
翠
製
持
嘩
塞
坐
函
一
軍

霊
雰
鑑
篭
鑑

●
喉
塞
埋
画
一

戸
票
回
裳
肥
畿

●
紫
逼
哩
亘
酌
扇
ロ

●
喉
筆
単
巨

●
喉
墾
単
回

●
喉
至
撃
回

言
葦
罷
筆

●
喉
至
堅
固
曲
置

●
喉
頭
雪

●
喉
筆
馨
亘
印
璽
ロ

碓
令
二
・
塁
国
富
曲
固

－
喉
室
撃
一
号
芝
ロ

●
喉
竪
一
・
準
堅
酋
馨

喜
冨
罰
匡
噂
厘

寺
象
睦
昏

雲
或
罰
匡
導
匡

今
黛
等
時
牽
叱
圏

回
堂
守
象
拭
嵯
普
幽
蚕

員
誕
鯉
韮

●
圭
悪
露
匪

准
隠
時

●
染
筆
馨
巨

写
吟

●
圭
至
哩
亘

’
零
埜
嘩
雛
一
、
圭
逼
露
鴎

●
喉
賀
侍

圭
駆
哩
亘

忌
崇

喉
逼
埋
回

雪
・
躍
奪
単
画
一
一
・
繁
奪
哩
回

■
ト
ー

●
咋
令

喉

●
紫
戸
棄
軸
遇

■
牢
↑

席
国

逼
毎
一

眉
球

包
茎

割
葛

②
葛
空
言

副
廻
望

劃
望
篭

割
麗
鐘

ヨ
望

③
国

劃
垂
望

ヨ
堅
猛

割
望

劇
望

割
望

⑩
畠

割
蚤

割
望

⑲
里
君
呈
魂
型

割
津
壇
冒
”
圏

“
葛
軍
服
国

ご
里
呈
蕊
里

包
里
３
通
型

図
星
呈
輔
型

割
里
塁
略
型

劃
里
篭
呈
峰
型

割
里
糧
呈
埠
型

割
里

劃
里

臼
国
富

図
画
葛

割
重
二
曙
里

ｇ
塞
冨

包
吏
雪

劃
窪
室

会
雲
。
）

型
崖
誉

《
唇
蓉
・
【
）

色
。
唖
一

（
つ
ロ
ト
）

。
．
“

（
駒
■
ぬ
）

④
。
③

車
。
範
】

（
畳
再
。
）

型
瞳
匿

（
申
・
西
）

（
マ
ヨ
『
）

臨
。
③
”

（
Ｅ
皇

建
議

＋
唖
・
命
『

②
、
吟
『

ト
。
守
冨

令
弱
．
寺

令
自
．
吟

＋
ト
。
②
【

＋
範
。
“
『

◆
い
つ
争
莞

一
国
。
唖
闘

碑
。
軸

『
。
『

鈴
。
開

鈍
◇
碗

＋
』
守
寺

十
『
拳

。
。
『
醐

（
Ｅ
皇

室
亘

鈍
◇
駒
【

（
守
０
今
）

（
鐸
◇
鈴
【
》

（
ぬ
凸
韓
〉

③
。
的

（
輯
。
【
【
〉

吟
・
鈴
『

（
。
。
唖
【
〉

（
・
・
辱
［
）

鋤
。
函
『

当
達
霞

塁
語
言

里
雷
盈

升
芸
亜
蚤

里
胃
垂
鎧

糧
１
釦
芝
匡

淫
１
“
蚕
Ｉ
言

里
胃
垂
鎖

崖
１
恥
電
匡

堤
Ｉ
胆
国

糧
１
仙
遇
１
国

些
騨
釜
頃

望
創
赴
鎖

里
胃
曇
剣

里
罵
赴
硝

里
房
蕊
亘

堤
１
画
室
＃
垂
室

里
胃
釜
墳

卸選
鴎翻

壁
恒

詮
ヨ
覇

謄
矩

誼
ヨ
馬

圏
魂
国
馬

圏
溺
罰
扇

岱
贈

詮
ヨ
扇

遥
謝

龍
ヨ
馬

副
題
罰
曝

副
闘
罰
曝

騨
欝
ヨ
罵

目
謹
瞳
判

目
麗
邑
弓

墳
翻
溢
判

墳
騨
這
弓

鍛
画窪

穎
雰

謹
碧
画
質

糊
需

罰
判
鹿
胃

廻
畢
弓
三

霞
ｅ
錘
宮
司
達
｛
一
望

雲
扇

奏
園

鱈
掴

ト
ハ
ム
ニ
誉
醒
感

宏
浸

穎
到

鐙
圏
繍
剥

導
塞
園

里
１
時
Ｈ

里
Ｉ
器
Ｈ

望
１
鶏
Ｈ

墓
ｌ
昌
肖

望
１
芽
Ｈ

望
１
錦
Ｈ

聖
１
号
篇

翠
１
時
Ｈ

譲
嘩
閏

涜
函
望

鑓
牽
昌

鞠
醗
胃

濯
爵
富

髪
画
罵

感
南
目

●
。
ｚ
奪
置

舗
鈍

守
鈍

蜘
醐

吟
“

齢
鈍

麺
副

③
軸

○
画

『
輪 目危 寺 0局 ‐ ８－ ｡｡ 国

．
《
芝
望
重

』
釦

↑
帥

描
鈍

ト
制

ト
軸

ト
罰

②
帥

唾
醐

錘
鈍

自
醐

軍
副

国
討

国
醐

色
副

色
刷

軍
副



古銭

表５出土鉄器等観察炎

察カッコ脊きば鶏〃価

５７

閃駈No.遮物No. 迫禍渦 IIIi3位置 過物種賊 柳鮒年 ｜《鳥）
1，１

(其）
盤存度 侭ぢ

２９ １２ 】６Ｍ賎 迎蹄 寛永通宝 1６２６６ 2．３５ ２．KＩ 定形

２９ 1３ １６研纂 迎蹄 寛永通宝 16266 2.35 ３．５ 定形

2９ 1.＄ １９昭懸 玄報 寛永通宝 １６２６《 2.3 ２．８ 定形

間賎Ｎｏ‘ 遺物No. 遮梢満 川1:位例
適物

器鮒 形式 加仙

股さ
(c、）

相

(c、） Ｉ肌
帥

咽
く 蝋存度 簡毎

６ １２け蔦 奥舵叫 〃子 身､鼎 (1$‘５) 1‘４ 〔24.肌）ｌｊ 半 ｲｲ槻岡残る

７ １７５ １２冊隅 ル船側 雌 長頭 身､顕,嶋 (１２１５》 1.0 (11.8KI）｜ノ 半

７ １７６ １２珊蔦 Ａ蛇1１ 雌 農頭 甑.鼎 (１０．３） ０．８ (1).２５） ２

７ １７７ １２叶劇 』毘床 蟻 農瓢 剛 (８．１） (0.5） (5.0） ２

７ １７８ 121)螺 ＡｈＥｌＩ 厳 農戴 身.鼎 《3.-8） 1.2 (２．＄２） →脇

７ 1７９ １２附篤 Ａ舵1１ 凪 長瓢 身 (３．０） 1.3 (１．９６） ･部

７ １８０ １２珊隅 ハ塊側 僅 繭､￥ (←1.＄） (０．７） (２．８６） --脇 築謡に巻き付け似

７ １８】 １２珊蔦 』腿Ⅱ 鰹 堪’（･1.8） (0.28） (１．６３） ･師

７ 1８２ １２蹄隅 ノ陀床 鮭 無 (3.7） (0.45） (２．１８） 一一筋

７ １８３ 12珊嘱 ノ陀床 ′j金典 ３．１ 0．４８．０．５ 2.1‘１ 定形 木蘭残る

７ １８４ I21i隅 Z蛇床 ‘j金典 ２．８ ０．４．０． ５ ２．０１ 定形 木質残る

７ １８５ １２９)賎 陀味 ')金興 ３－＄ 0．３８－０ 1５ ２.』1.1 定形 木畷残る

１１ ３ １４冊隅 イ隠床 厳 長頭 噸,壌 <8.35） (０．９ (6.73） 1/２

１１ ４ ﾙ1珊隅 通路 厳 鴎挟三角形 身.顕､堵 〔9.0） (2.8 (15.6.1） 2/３ 苓部に水間･紐躯

１１ ５ 141｝隅 辿蹄 蟻 長顕方噸？ 身 (【1.25） （１．０ (3.85） ･部 我画に木貿

１１ ６ 1.1珊焦 迎酪 鐘 聡 (2..$） (0.55） (1.7.1） --師 木質残る

１１ ７ １４閉劇 通路 駁 瓢 (･8.05） (０－４７｝ (2.85） 一郎

１１ ８ Ｍり馬 通協 畦 瓢 (３.Ｚ） 〔０．５） (２．８苫） ･鰯

１１ ９ Ｍ附隅 迎弗 ,j金共 ＄､2５ ０．４５ ２．５．１ 定形 水面残る

１１ 1０ ﾙ1吟鏑 客1も 不明 (１２．７） 2..1 ‘1１．７１ ･脇 板状

１３ １５陽鳳 堆兇床 子 身 (８．１） 】､４ (叩.ＩＨ） ２

1４ I6IjIHI 通路 方 (･1.(応） ０．６５ (２，８） ノ半

Ⅷ ２ １６附鼠 通路 ？ 方 (【3.1〕 ０－４ (1.3） 』 半 鮭紫部か

1‘１ ３ 161｝隅 辿路 方 <2,8） ０．６５ (０．８） ノ 半

１４ ４ １６叶蔑 通路 方 (2.75》 ０．６ {1.0〉 大半

1６ ７ １７け劇 Ａ膿Ⅱ 鰹 三角形 身､別 (5.5） (2-4） (６．７７） 2畑

1６ ８ 171j蝋 （臆１１ 不明 (９．．１） 1.5 (２３．５６） ･部

1６ ９ １７研晶 月兇Ⅱ ｲ抑Ｉ ⑬､9） (1.3） 〔３．３９） ･漣

1６ １０ 178》鱗 ﾉﾘ兇Ⅱ 不明 《６．９) 1.4 ⑲､７１） 争郎

１６ １１ １７昭晶 』腿Ⅱ ｆ切 ⑬.肘） (1.1〕 (５．６１） 一侭

1６ 1２ １７陽蔦 』塊叫 不馴 (･1.3） ０．６５ ⑬.6帥 ･佃

1６ 1３ １７吋劇 ハ塊Iｊ 不明 ⑬､6) (0.9） (２，５５） ･師

1６ 1.1 １７研鼎 &蛇1１ 不明 (２．７） (0.75〕 (１．３１１》 →師

1７ ２１ １７１》瞳 通蹄 鐘 三角形 卿､頭 (6.7） ２．８ (１２.H5） l/２

1７ 2２ １７附嶋 皿路 不明 (１０､‘1） 1.7 (23.15） ･綿

1７ 2３ 17珊鼎 迩蹄 不明 (９‘３） 1.4 (21.69） 郁 穿孔

1７ 2４ １７冊隅 通路 不明 (5.65） 1..15 (12.12） 部

1７ 2５ 171》隅 辿粘 不叩Ｉ (６‘Ｏ〉 1.2 (11.56） 師

1７ 2６ １７跡隅 迩淵 不IﾘＩ (3,:！） (0.55） (０．７９） 部 簸茎部か

1７ 2７ １７珊峨 切開 不叫 (６．９） 1.1 (１２．５今1》 一ＩＭＩ 穿孔

1８ ４１ １７附属 狭迦 蟻 璃 (2.3） (0.27） (１．１７） ･筋

1８ 4２ １７珊塙 侠迦 雄 幕 (３．８） 《0-4） (２．１１） -－，１

１s 4３ 1713蔦 浪近 賜典？ 鮫興 (:1..8） (3.6） (５．７１） -．脇

１８ ･1．８ １７吟嬉 侠迦 不明 く3.95） 】-４ (７．３） -部

2０ 18冊劇 脱儒ｔ 岐 朋挟三角形 身､剛､躯 (7.65） (2.8） (ＩＺ､６９） 1ﾉ２

2０ １月附蔑 川蒲上 厳 腿挟三角形 身.剛 (7.0） ２．７ (１０．９１） 】/２

2０ １８珊劇 刷傭上 鰹 三角形 身､顕 (５‘８） ２－６ (10.8鋤 1/２

2０ 峨叶繭 川端上 蝋 三助形 身､剛､堵 <6,9） ２．６ (１０.gI7） 2/３ 木髄残る

2０ ｌ８Ｉｊ鱗 川硝上 鮭 片ﾉリ 身､剛 (‘1‘３） (１－０） (４，８５） ･師 〃子か

2０ １８叶鼠 朋傭１； 融 繭.鼎 (･皿)5） (0.9） 〔:$‘２７） 部 木質残る

２０ I81j賎 刷傭1； 賎 裟 (３．９） (0.5） (２‘３局） 部 木質残る

２０ ８ １８鼎蔦 伽傭l： 賎 璃 (１．７２） (0.35） (0..Ｍ〕 ＩＨＩ 本圃残る

２０ ９ １８冊蝋 伽iＷｔ 賎 聡 (1..15） <0.35） 《０．３６〕 認

２０ 1０ １８剛蔑 脱藩I： 〃子 身､塔 (８．１５） (1.5） 《７.』０９） l/２ 纂郎にfＬ

２３ 20呼璃 玄顎 蝿典？ 鮫典 1.9 0．８５ 7.1 大半

２５ 21吟膳 北丙ルチ 瞳 三角形 身.繭､裟 (７．０） 2,9 鵬.柳 2/３ 纂侭に木買･巻きIＩけ掴

２５ Ｚ ２１附蔑 １W眼ﾄﾄﾝｻ゙ 〃jｚ 豚 (‘1.9） (1.6） 〔９，３） ･部

２９ １０ １６附蔑 ﾄﾚﾝﾁ゙ 銃剣 30年式？ 塚 (２２.鋤 ２．５ (１０Ｇ.‘1） 2/５ ＩＨＩ1本隙耶

２９ 1１ 161)賎 ﾄﾚﾝﾁ 銃剣 30年式？ 身 (２２，７〉 ２．４ (ｌ〔13.(】〉 2/５ 旧Ij本陸印



表６出土装身典観察表

閃版Ｎ⑨． 迎物N⑪． 通栂澗 ⅡI土位固 迫物融顛 材質 色副
振

(ｍｍ》
鮭さ
(ｍ、）

jF1さ
(1ｍｍ）

孔 脈
(ｍ、）

賦 皿

(9) 残存度 僧＃

６ ３ 121)隅 奥腿床 丸玉 ガラス が １１．５ 8.0 ２．０ １．７４ 充形 上幽箇

６ ･１ １２珊塙 奥姥隊 丸玉 ガラス が 8.0 7.0 1.0 ０．５０ 定形

６ ５ 121)略 奥昆床 丸玉 水仙 1.I濁した透靭 9.0 7.0 3.0 ０．５９ 定形 孔間辺に凹み

６ ６ 21)隅 奥昆床 。-Ｋ ガラス 繭紺 3.5 2.5 1.0 ０．０３ 定形

６ ７ 2ﾘｻ隅 奥昆床 。玉 ガラス 浪剛 4.0 3.0 1.0 ０．０４ 定形

６ ８ ２１》隅 奥屍床 ﾉＩ 玉 ガラス 紺 5.1 3.0 Z､０ ０．０８ 定形 M2i軒

６ ９ ２１j隅 奥姥床 ４玉 ガラス 紺 4.5 3.5 1.5 ０．０９ 定形

６ 1０ 21)隅 奥見床 ４盃 ガラス 紺 4.0 2．８ ２．０ ０．０７ 定形

６ 1１ 21j隅 奥昆床 jkl玉 ガラス 紺 5.0 2.8 １．５ ０．０８ 定形 ｍ規打

６ １２ 21j隅 奥隠床 川 玉 ガラス 紺 ‘1.0 2.8 １．５ ０‘０９ 定形

６ 1３ l2IjAN 奥腿唯 ﾉ」 玉 ガラス 紺 4.5 2‘５ 2.0 ０．０４ 充形

６ 1.1 121j隅 奥院床 ４玉 ガラス 紺 4.5 3,0 ､５ ０．０５ 定形 _l:幽箇

６ １５ １２IｊＡＨ 奥罷床 ４玉 ガラス 側 4.5 2.5 .５ ０．０５ 完形

６ 1６ 121》隅 奥脆床 ４玉 ガラス 側 4.1 2.0 １．５ ０．０４ 充形

６ 1７ １２附亀 奥屍床 小玉 ガラス 側 3.0 2.5 1.5 ０．０１ 完形

６ 1８ ｌ２Ｉｊ隅 奥屍床 小玉 ガラス 側 5.0 3.0 1.5 ０．０７ 定形 斜めに切断

６ 1９ 120》隅 奥屍味 小玉 ガラス 深縫 3.0 2.0 .０ ０．０１ 定形

６ 2０ １２り隅 奥屍床 小菟 ガラス 深緑 4.2 2.8 ｡５ ０.OL８ 定形

６ 2１ 121》劇 奥屍床 小篭 ガラス 深雌 3.0 3.0 1.0 ０，０１ 充形 斜めに切断

６ 2２ 121》隅 興廃床 小玉 ガラス 深緑 5.0 2,9 ､５ ０．０３ 定形 災曲に凹み

６ 2３ 121j隅 奥屍床 小玉 ガラス 深紐 4.0 2.0 ､３ ０．０４ 定形

６ 2４ 121;隅 奥屍味 小玉 ガラス 深緑 3.0 1.3 .２ ０．０ 定形 不杭形

６ 2５ 121)隅 奥腿味 小玉 ガラス 深緑 4.0 2‘０ 1.2 ０．０ 定形

６ 2６ １２Ｍ劇 奥膿床 小玉 ガラス 深緑 3.2 1,3 １．０ ０．０ 定形

６ 2７ I2IjNN 奥兇床 小玉 ガラス 深緑 3.5 2‘３ １．５ ０．０ 定形 斜めに切断

６ 2８ l21i蝋 奥屍床 小玉 ガラス 深紐 3.7 2.1 1.5 ０．０ 定形 斜めに切断

６ 2９ 121)隅 奥腿味 小玉 ガラス 深緑 4.0 2.9 １．２ ０．０ 定形

６ 3０ 120j隅 奥昆床 小玉 ガラス 深母 5.0 3.0 １．３ ０．０ 定形

６ ３１ 120)隅 奥屍床 小玉 ガラス 深紐 4.3 1.9 ２．０ ０．０ 定形

６ ３２ 120)隅 奥見床 小篭 ガラス 深紐 4.0 3.0 1.0 ０．０ 定形

６ ３ 121)賎 奥屍床 小玉 ガラス 紐 4-0 2.1 １．７ ０．０ 定形

６ ‘１ 121)劇 奥馳床 小玉 ガラス 紐 4.1 2.2 ２．０ ０‘0５ 定形

６ ５ １２Ｍ隅 ･興隆床 小遮 ガラス 絶 4.8 2.1 ２．０ ０．０６ 定形

６ ６ １２１)隅 奥馳床 小飛 ガラス 紬 3.9 3,2 1.5 ０．０４ 定形

６ ７ l2Ij篇 奥昆床 小玉 ガラス 紬 3.5 2.‘１ 1.2 ０．０４ 定形

６ ８ 21j隅 奥屍床 小玉 ガラス 紐 3.9 1.緋 １．２ ０．０ 定形

６ ９ ２１)篇 典昆床 イ張 ガラス 緑 3.9 2.Ｂ １．０ ０．０ 定形

６ ０ ２１)隅 奥屍床 Ⅲ玉 ガラス 緑 4.0 2.Ｈ １．０ ０．０ 充彫

６ １２珊鯛 奥屍床 イ玉 ガラス 母 3.7 2.0 １．２ ０．０ 充彫

６ 碧 121)願 奥毘床 イ砿 ガラス 母 3.0 2.1 １．０ ０．０ 定形

６ ３ 121)隅 奥毘床 川 玉 ガラス 緑 3．０ 2.0 １．１ ０－０ 定形

.Q･Ｉ １２１ＭN 奥隠床 ４玉 ガラス 緑 3.0 2.0 １．５ ０．０ 定形 柚101彫

･1５ 121)劇 奥屍床 小Ⅸ ガラス 戯 ･1.0 Z､８ １．２ ０．０５ 定形 2つに破拙

4６ 121)劇 奥屍床 小Ⅸ ガラス 雌 ４１．０ 2.4 １．５ l/２ 小破１Ｗ「

･1７ 121)劇 奥毘床 小Ⅸ ガラス 水 7.0 :1.0 ２．５ 0.1期 定形 13癒筒

4８ 121)繭 奥屍床 小飛 ガラス 水 4.5 :Ｍ） ２．０ ０．０２ 充形

4９ １２珊劇 奥屍床 小玉 ガラス 水 4.0 2.5 １．５ ０．０２ 定形

６ 5０ 121)隅 奥屍床 小玉 ガラス 水 ､０ ２．５ ２．０ ０．０６ 定形

６ ５ １２珊劇 奥屍床 小玉 ガラス 水 .０ ２．０ １．５ ０．０２ 定形

６ ５ lZl)劇 奥屍床 小預 ガラス 水 -０ ３．０ ２．０ ０．０３ 充形

６ ５ １２１)賎 奥腿床 小玉 ガラス 水 .０ ２．５ ２．０ ０．０３ 完形

６ ５ １２珊蝋 奥腿床 小玉 ガラス 水 ､０ ２．０ 1.5 ０．０】 定形 梢IEI形

６ ５ 121》劇 奥屍床 小蒐 ガラス 水 .０ 2.5 １．５ ０．０３ 定形 脚めに切断

６ ５ 121》蝋 奥屍床 小玉 ガラス 水 ､８ ２．０ １．５ ０．０１ 定形

６ ５ １２１)隅 奥屍沫 小玉 ガラス 水 ､０ 1.8 1.5 ０．０３ 定形

６ ５ １２１)隅 奥屍床 小玉 ガラス 水 .⑪ 2.5 1.5 ０．０５ 定形

６ 5９ １２１j隅 奥陀味 小玉 ガラス 水 ､７ 2.0 1.5 ０．０４ 定形

６ 6０ 121j隅 奥屍床 小二Ｋ ガラス 水 3.0 ２．７ 1.3 ０．０ 充形

６ ６１ 121j隅 奥屍床 小飛 ガラス 水 3.0 ２，０ 1.0 ０．０ 定形

６ 6２ 121)隅 奥屍床 小張 ガラス 水 3． ２‘０ 1.5 ０．０ 定形

６ 6３ １２１》略 奥屍床 小張 ガラス 水 3． ２‘０ １．０ ０．０ 定形 斜めに切断

６ 6４ 121)鱗 奥昆床 小玉 ガラス 水 3. ３，０ 1.0 ０．０ 定形 郎分欠似

６ 6５ 121)隅 奥院床 小硫 ガラス 水 3． ３．５ 1.8 ０．０ 定形 脚めに切断

６ 6６ １２り隅 奥屍床 ４玉 ガラス 水 -1. ２．０ ２．０ ０．０ 定形

６ 6７ １２叩隅 奥毘床 イ 玉 ガラス 水 ２． ２．０ 1.0 ０．０ 定形 透明惑打

６ 6８ 121ＭＮ 奥腿床 ４ 張 ガラス 随 3． ２．０ 1.0 ０．０ 定形

６ 6９ 121)劇 奥毘床 イ盃 ガラス jｑ ３．０ ２．１ １．５ ０．０ 定形 斜めに切断

６ 7０ １２り隅 奥毘床 川 玉 ガラス 伐 3.5 ２．２ 1,5 ０．０ 定形

６ ７１ １２珊劇 奥艶床 ４ ガラス 関 .１ ２．９ 1.0 ０．０ 充形

６ ７２ 121)隅 奥屍床 '１ Ⅸ ガラス 曲 ‘０ ２．５ 1‘５ ０．０ 充形

６ ７３ １２１》隅 奥屍床 '1玉 ガラス 関 ､６ ２．１ 1.0 ０．０ 定形

６ ７４ 121》隅 奥屍味 ４玉 ガラス 此 ’０ 1.6 1.0 0.0 充形

６ ７５ 121)劇 奥屍床 ４玉 ガラス 此 ､０ ３．０ 1.0 ０－０ 光形

６ ７６ 121)隅 奥毘床 小菟 ガラス 髄 ､０ ２．５ 1.0 0．０５ 充形

5８



5９

閃版Ｎ⑪． 迫物No. 通梢名 出土位圃 適物種甑 材圃 色調
裸

(ｍ、）

腫さ
(ｍ、）

l早さ

(ｍｍ》

孔脈

(ｍ、）

爪 賦

(純）
残存腹 備斯

６ ７７ ２号墓 奥昆床 ４頂 ガラス 髄 ､５ ２．１ 1.1 ０.〔 定形 ｍ製ｲＩ

６ ７８ ２号蕊 奥屍床 ﾉＩ 玉 ガラス 戯 .０ 1.9 1.0 ０.〔 定形

６ ７９ ２甥蔦 奥屍床 ′Ｉ 玉 ガラス 歯 .０ 1.9 1.0 ０.〔 充形

６ ８０ ２号墓 奥陀床 ４蓋 ガラス 黄 ､０ ２． (〕.り (皿 定形

６ ８１ ２号墓 奥屍床 ４ 〃ラス 醐 ３．４ ２． 1.0 ０.〔 定形

６ ８２ ２玲蔦 奥屍床 ４ 玉 ガラス 出 ４．０ ２‘ 1.2 ０．０ 定形

６ ８３ ２冊蔦 奥陀味 ﾉＩ 玉 ガラス 黄 ･1.0 ２． 1.8 ０－０ 定形 炎伽にIMIみ

６ ３４ ２号墓 奥姥床 ﾉ１ Ｋ ガラス 黄 ･1.0 ２． 1.昂 〔).(】 定形

６ Ｓ５ 2号墓 奥屍床 ４ ガラス 醐 ･0-0 Ｚ． 1.6 ()｡０ 定形 斜めに切断

６ ８６ 2号蕊 奥屍床 ﾉＩ 玉 ガラス 戯 ３．４ 1． 1.5 0.0 定形

６ ８７ 2局蔦 奥睦床 ﾉ１ 玉 ガラス 戯 ３．２ １． 1.0 ０．０ 定形

６ ８８ 2号鰹 奥兇床 ４玉 ガラス 黄 ３．０ ２．０ 1.0 ０．０ 定形

６ ８９ 2号腿 奥院床 ４Ｉ ガラス 戯 ３．５ ２．０ ０．６ 〔).(】 定形

６ ９０ 2号墓 奥屍床 川 Ｋ ガラス 戯 ３．０ 1-s l_⑪ 〔).(】 定形

６ ９１ ２号墓 奥屍床 fｌ 荘 ガラス 尚 ４－０ 2.2 1.0 ０．０ 定形

６ ９２ ２号墓 奥屍床 fｌ 稲 ガラス 戯 ３．９ Ｚ.(〕 1.3 ０．０ 定形

６ ９３ ２矧蔑 奥屍床 ﾉ」 玉 ガラス 戯 ３． ２．０ 1.2 ０．０ 定形

６ ９４ ２冊墓 奥鈴床 ４玉 ガラス 髄 ３． 1． 1.4 ０．０ 定形

６ ９５ 2号蕊 奥昆床 '」 Ｙ ガラス 戯 ４． ３． 1.昂 ０｡(〕 定形

６ ９６ ２蹄蔦 奥屍床 ﾉＩ 玉 ガラス 髄 ３． １． 1.2 ０．０ 定形

６ ９７ ２時墓 奥陀味 ４玉 ガラス 髄 ３． ２． 1.3 ０．０ 定形

６ ９８ 2号墓 奥屍床 ４-Ｋ ガラス 歯 ３． ２． 1.0 ０．０３ 定形

６ ９９ 2号墓 奥屍床 ﾉ１ ~Ｋ ガラス 戯 ･1． ３． 1．２ ０．０６ 定形

６ 1００ ２号墓 奥屍床 ４ ~Ｒ ガラス 戯 紐． ２． 0-9 ０｡(〕２ 充形

６ 1０１ ２吟蔑 奥昆床 ′Ｉ 張 ガラス 戯 ３． ２． 1.0 ０．０２ 定形

６ 1０２ ２冊墓 奥院床 ﾉＩ 玉 ガラス 髄 ３．０ ２．０ 1.0 ０．０２ 定形

６ 1０３ 2号墓 典屍床 。 ガラス 戯 ３．０ ２．０ 1.0 ０．０１ 定形

６ 1０４ 2吟蔑 奥屍床 '１ 篭 ガラス 尚 ３－８ 1-7 1.4 ０．０２ 完形

６ 1０５ 2号鱈 奥屍床 ﾉ１ 玉 ガラス jii ４．２ 1.9 1.7 ０．０５ 定形

５ 1０６ 2号皇 奥鈴床 ４蕊 ガラス 髄 ３．０ ３．０ 1.0 ０．０２ 定形

６ 1０７ 2号蔦 奥屍床 川 ガラス 繭 ｡i､０ ２．２ 1.2 ０．０３ 定形

６ 1０８ ２蹄薦 奥屍床 川 玉 ガラス 戯 ３－５ ２－５ 1．０ ０．０３ 完形

６ 1０９ ２冊墓 奥艶床 ４玉 ガラス 髄 ３．９ Ｚ､１ 1.⑪ ０．０‘Ｉ 定形

６ 1１０ ２母墓 奥屍床 。 f《 ガラス 黄 ３．８ ２．９ 1.0 ０．０５ 篭形

６ 1１１ 2甥蔦 奥屍床 '１ 篭 ガラス 側 ･1.3 ２．７ 1.0 ０．０７ 篭形 心系航

６ １１２ 2埼蔑 奥屍床 '１ 篭 ガラス 髄 ３．０ 1.8 1.0 ０．０２ 芯形

６ 1１３ 2妙蔑 奥屍床 '１ 蒐 ガラス 髄 ３．２ ２．０ 1.0 ０．０２ 苦形

６ １１４ ２閉蔦 奥屍床 ﾉＩ 玉 ガラス 髄 乱祁 ２－２ 1.5 ０．０１ 定形

６ １１５ ２冊墓 奥腿床 ﾉＩ 玉 ガラス 髄 ３．０ Ｚ､０ 1.0 ０．０１ 完形

６ 1１６ ２号墓 奥屍床 ４ Ｋ ガラス 戯 ･１．０ 1.8 1.5 ０．０１ 定形

６ 1１７ 2吋蕊 奥屍床 '」 頂 ガラス iii ３．０ ２．２ 1.1 0．０３ 定形

６ １１３ ２冊墓 奥睦床 ﾉＩ 玉 ガラス 髄 詔.０ ２．３ １．０ ０．０２ 完形 斜めに切断

６ １１９ ２号墓 奥屍床 ４五 ガラス 黄 ３．１ ２．５ I‘０ ０．０３ 定形

６ 1２０ ２号蔦 奥屍床 '１ Ｉ ガラス 戯 ･1.0 ３．２ 1.3 ０．０７ 定形

６ １２１ 2踊蔦 奥麗床 ′Ｉ 玉 ガラス 仇 ３．８ 1,8 1.2 ０．０２ 定形

６ 1２２ ２冊墓 奥艶床 ﾉＩ 玉 ガラス 髄 ４．０ ２．２ 1.4 ０．０．１ 定形

６ 1２３ ２号墓 奥屍床 '１ 玉 ガラス 戯 ４．０ ＄､０ 1.4 ０．０６ 定形

６ 1２４ ２冊墓 奥屍床 J１ 玉 ガラス 髄 ３‘８ ２．３ 1.1 ０．０５ 定形

６ 1２５ ２号墓 奥屍床 ４玉 ガラス 髄 ３．５ ２．０ 1‘２ ０．０３ 定形

６ 1２６ ２蹄蔦 奥屍床 川 張 ガラス 関 ３．５ ２．１ 1.0 ０．０．１ 定形

６ 1２７ ２吊墓 奥屍床 川 玉 ガラス 仇 :3.2 ２．０ 1.2 0.02 定形

６ １２８ ２号昼 奥屍床 小玉 ガラス 髄 ３．５ ２．０ 1-2 ０．０２ 定形

６ 1２９ ２蹄蛎 奥昆床 小I（ ガラス 髄 ３．０ 1．９ 1.0 ０．０２ 定形

６ １３０ ２号墓 奥腿喋 小玉 ガラス 典 ３．８ ２．０ 1.‘Ｉ ０‘０２ 定形

６ １３１ ２牙墓 奥屍床 小玉 ガラス 災 ３．０ ２．０ 1-2 ０．０１ 定形

６ １３２ 2号墓 奥屍床 小Ｋ ガラス 翁 ３．０ ２．０ 1.0 ０－０５ 定形

６ １３３ ２玲蔦 奥屍床 小~Ｋ ガラス 歯 3.0 ２．２ 1.2 0．０２ 定形

６ １３４ ２時墓 奥屍床 小玉 ガラス 典 ２．９ ２.Ｚ ０．８ ０．０２ 定形

６ １３５ ２号墓 奥能床 小玉 ガラス 償 3.0 ２．１ 1.2 0.03 定形

６ １３６ 2号墓 奥屍床 小玉 ガラス 黄 3.1 ２．０ １．０ ０．０ 定形

６ １３７ ２母蕊 奥昆床 小亜 ガラス 髄 3.5 1.9 1-2 ０．０ 定形

６ １３８ ２附繭 典麗床 小預 ガラス 髄 ３．５ ２．０ １．５ ０．０ 定形

６ １３９ ２号蔦 奥屍床 小玉 ガラス 質 3.5 ２．２ 1.0 ０．０ 定形

６ １４０ ２号鰹 奥腿味 '１ 玉 ガラス 侭３５ 1.8 1.2 ０．０ 定形 上瞳椅

６ 1４１ 2号墓 奥屍床 '１ 玉 ガラス 黄４．８ ３．０ 1,3 ０．０ 充形

６ １４２ 2蹄蕊 奥屍床 '１ 臆 ガラス 黄 ３ ． １ ２．０ 1.2 ０．０ 定形

６ 1４３ ２号墓 奥艶床 '１ 玉 ガラス 関３ ． ０ ２．，１ 1.2 ０．０ 完形

６ Ｍ４ 2号蕊 奥屍床 '１ Ｒ ガラス 黄 ３．０ １．月 1.1 ０．０ 充形

６ 1.15 2号墓 奥屍床 １玉 ガラス 髄 3 . 5 ！ １．８ 1.,1 ０，０ 篭彫

６ Ｍ６ 2簿蔦 奥屍床 １ Ｋ ガラス 黄 3.3 ２．１ 1.1 0.0＄ 忠彫 I:也輸

６ １４７ 2号墓 奥屍床 １張 ガラス 戯 5.0 ３．３ 1.5 0．０９ 芯彫 i:鐘椅

６ 1４８ ２号墓 奥膿味 小玉 ガラス 関 3.0 ２‘０ 1.0 ０ ０２ 超彫

６ 1.19 2号蕊 奥屍床 小玉 ガラス 黄 ４．０ ２．０ 1.5 ０ ０３ 這形

６ 1５０ ２号墓 奥屍床 小玉 ガラス 戯 3.5 Ｚ､０ 1.0 ０ ０３ 充彫

６ 1５１ 2玲蔑 奥屍床 小！《 ガラス 黄 3,8 ２．５ 1.2 ００５ 定形

６ 1５２ 2号墓 奥艶床 小玉 ガラス 戯 3.0 ‘1.8 １．０ ０．０１ 定形
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６ ５３ ２冊劇 典隠雌 川五 ガラス 胸 3.5 .’ ､３ ０．０３ 完形

０ 5.1 ２用厩 奥屍雌 川戒 ガラス 醜 3.0 .’ .】 ０．０２ 完形

６ ５５ ２冊厩 典腿唯 Ｊ１ 寵 ガラス 典 2.7 ､０ ､０ ０．０１ 完 形

６ 5６ ２母路 奥昆唯 Ｊ１ 戒 ガラス 仇 3.0 ､８ ､０ ０．０３ 完形

６ ５７ Ｚ珊蔦 典屍雌 ４戒 ガラス 餌 3.8 .５ ､５ ０．０３ 完形 芯分欠拙

６ 5８ ２囲劇 典屍床 川荻 ガラス 胸 ･8.0 ､８ .５ ０．０Ｚ 完形

６ 5９ ２牙踊 奥屍床 J1玉 ガラス 典 ｡ｌ‘０ ２．０ ､５ 0.04 完形

６ 6０ ２冊藤 典昆唯 ４戒 ガラス 胸 ３．５ ２．０ .０ 0.02 完形

６ ６１ ２珊繍 典屍唯 川戒 ガラス 胸 3.】 ２．０ .２ 0．０２ 完形

６ ６２ ２珊踊 奥屍雌 川戒 ガラス 碗 3.5 ２．１ ､２ 0．０４ 完形

６ ６３ ２冊隅 典屍庶 ４戒 ガラス 胸 ３．０ 2.0 ｌｏ９ 0．０２ 完形

６ ６１ ２冊劇 典 @床 』玉 ガラス 胸 3.1 ２．０ ､０ 0.03 完形

６ ６５ ２研劇 典 2床 川玉 ガラス 侭 3・５ 2.2 ､２ 0.04 完形

６ ６６ ２研圃 典 2床 川弧 ガラス 仇 2.9 1.9 ､０ 0．０３ 完形

６ ６７ ２珊塵 典 迦唯 ４菰 ガラス 典 ３．３ ２．２ .２ 0．０３ 完形

６ ６８ ２期蘭 典 剛§ fＩ 五 ガラス 閲 ３．８ １．８ .０ 0.03 完形 ･１２唖許

６ ６９ ２冊劇 唾四 川玉 ガラス 仇 ･1.2 ２．６ ､２ 0．０５ 完 形

６ 7０ ２囲劇 奥 2床 J１ 寵 ガラス 閃 ３．１ ２．４ ､０ 0．０１ 完形

６ ７１ ２矧路 奥 211§ J１ 弧 ガラス 関 3.1 2.8 .Ｉ 0．０４ 完形

６ ７２ 2矧蔑 閃 2床 小蔽 ガラス 側 ３．１ 】.９ ､０ 0.03 完形

６ ７３ 2珊蔑 奥 剛§ 小苅 〃ラス 側 3.5 2.1 .０ OqO3 完形

z珊蔦 典 ､際 小諏 ガラス 水 破片 実測不可

2時風 奥 2床 小荻 ガラス 緑 破片 実測不可

2号塵 奥 迦熊 ４ ガラス 典 破jl． 爽測不可

６ 7４ 2珊臨 右 弧§ 小戒 ガラス 紺 咽.０ ２･０ 】p５ 0.01 完形 破捌

８ 8６ 2珊蔑 鷺路 丸菰 ガラス 調紺 8.5 6.0 ２．０ 0.94 完形

８ ８７ 2珊隔 iｉ 路 小荻 ガラス 糊 ５．０ ２．５ 】､２ 0.05 完形

８ ８８ 2蹄慕 月路 小玉 ガラス 紺 ･1.5 ２．０ 】､８ 0.04 完形

８ ８９ 2り墓 jｉ 路 小荻 ガラス 深緑 3.1 2.0 １．０ 0.02 完形 土迩鈴

８ ９０ 2珊蕊 Ｋ路 小玉 ガラス 深緑 ４．０ ３．８ １．０ 0.05 完形 斜めに切断

８ ９１ 2冊風 通路 小訳 ガラス 緑 ３．５ ３．０ 】､２ 0.02 完形

８ ９２ 2陽葛 通路 小蔽 ガラス 水 ４．０ ３.】 】｡８ 0.05 完形 斜めに切断

８ ９３ 2矧葛 通路 Iｉ ガラス 水 ３．５ .８ 】､０ 0.01 完形 透馴感布

８ ９‘Ｉ 2冊藤 j､路 小蹴 ガラス 水 ３．１ .０ １０忽 0.02 完形 、裂有

８ ９５ 2冊蔦 通路 小蔽 ガラス 仇 3.0 ９ 1.0 ０．０２ 完形

８ ９６ 2珊蔦 通蹄 小蔽 ガラス 碗 ３．０ ､８ 1.0 0.03 完形

８ ９７ 窪り蕊 迎路 小玉 ガラス 賀 ３．１ ､０ 1.1 0.03 完形 危裂打

８ ９８ Z囲磯 通路 小玉 ガラス 仇 ２．６ ｡Ｉ 1.0 0.01 完形

８ ９９ 2局蕗 通蹄 小戒 ガラス 碗 3.8 ､０ 1.3 0.02 完形

８ ２００ 2冊薦 通論 小玉 〃ラス 仇 ５．１ ､５ 1.5 0.06 先形 危裂打

８ ２０１ ＺＨ薦 通蹄 小班 〃ラス 仇 ３‘８ ､０ 1.2 0.04 完形

８ ２０２ 2冊鱗 通蹄 小玉 ガラス 仇 ３００ ｡８ 1.0 0．０１ 完形

８ 203 2冊劇 通蹄 小歌 ガラス 醜 ３．３ ２．１ 1口１ 0．０３ 完形

８ 2０４ 2珊踊 通蹄 小五 ガラス 側 ､２ ２．０ １．２ 0.03 完形 土世苅

８ 205 2珊砺 通路 小茄 〃ラス 伽 ､８ ２．８ １．１ 0．０５ 完形

８ 200 2珊劇 通路 小荻 ガラス jii ､５ ２．０ １，０ 0.04 兇形

３ 207 2研劇 通路 小茄 ガラス 典 ’５ ２．０ 1p２ 0.02 完形

８ 208 2碕劇 通路 小弧 ガラス 側 '０ 1.8 1.5 ０．０１ 完形

８ 200 2研盤 通路 小苅 刈ラス 戯 ､０ ２．．１ 1.1 0．０４ 完形

８ 210 2珊闘 通路 小飛 ガラス 伽 ､７ 1.8 】､５ 0.03 充形

８ 2１１ 2冊蘭 通路 小弧 ガラス 償 ､３ 2.2 1.5 0.02 完形

＄ 212 2研麟 通路 Ｊ１ 〃ラス 胸 ､０ ２．０ １．５ 0‘０３ 完形

８ 213 21j感 j､路 小掘 ガラス 側 ､８ ２．２ 】､２ 0,04 完形

1１ 4号劇 辿路 九;1｛ 土 Ⅲ 】’５ １０．５ 2.5 3.4‘Ｉ 完形 心裂打

６ 7冊藤 右屍雌 小玉 ガラス 緑 ４．０ 2.1 1.3 ０．０５ 定形

６ ２ 7冊砿 お屍唯 耐 ガラス 緑 ４．０ 】､８ 1.0 ０．０３ 完形 土歯輔

６ ３ 7冊鰯 右昆唯 小掘 ガラス 緑 ３．５ 3.3 1.2 ０．０ 完形

６ ‘Ｉ 7冊繭 右屍床 蹄 ガラス 緑 ３･８ ２．２ 0.8 ０．０ 完形 ｉｎ褒有

６ ５ 75劇 右屍床 小班 ガラス 妹 3.1 ２．５ １．０ ０．０ 完形 -ｆ壷溌

６ ０ 7冊蔦 お屍雌 小飛 ガラス 典 ３．８ ２．５ 1.2 ０．０ 完形 -12疫軒

６ ５ 7冊蕊 溌屍雌 小戒 ガラス Ⅲ ３．６ ２.】 1.0 ０．０ 完形 、喪有

６ ６ 7冊蕊 崖屍、 小弧 ガラス 紺 ３．２ 1.6 2.0 ０．０ 完形 穿孔2つ分

６ ７ 7局蘭 左臓Ⅱ 小瓶 ガラス 緑 ･8.0 ３．０ １．０ ０．０ 完形

６ ８ 7号劇 左屍Ⅱ 川 ガラス 紐 ･1２ １．８ 2.0 ０．０ 完形 土遼軒

６ ９ 7珊蘭 産屍Ⅱ 小派 ガラス 緑 ３．０ ２．０ 1.2 ０．０ 完形

６ 2０ 7号菌 底屍1１ 小砿 ガラス 質 ･8.0 2.Ｂ ０．８ 0.04 完形

７ 2９ 7緋蔑 通蹄 小弼 〃ラス 級 3.5 ２．０ 1.5 0．０３ 完形 土箪箱

７ 3０ ７５厩 通路 lｉ ガラス 緑 3.0 ３．５ ０．８ 0．０２ 完形

７ ３】 7冊風 通路 小弧 ガラス 緑 3.5 .’ 】.６ ０．０１ 完形

７ 3２ 7珊慕 通路 小飛 ガラス 緑 3．．８ ､５ 1.6 0．０１ 完形

７ 3３ 7冊風 通路 1【 ガラス 緑 3.0 ､０ １．０ 0．０３ 完形 斜めに切断

７ 3４ 7冊蕗 通協 小汲 ガラス 紐 3.6 ､８ 1.3 0．０３ 完形 破孤

７ 3５ ７冊風 通蹄 小醗 ガラス 緑 3.0 ､３ １．０ 0.02 完形

７ 3６ 7吋劇 通路 小飛 ガラス 質 4.0 ､５ 1.2 0．０３ 完形

７ 3７ ７珊醐 通蹄 小玉 ガラス 質 3.5 p８ １．０ 0.02 完形 心裂布

７ 3８ ７珊劇 通路 小蕊 ガラス 典 3.3 ２．５ 1.2 0.0Ｚ 完 彫

6０
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表７出土石器観察表

※カッコ衝きは残存価

図賎Nｏ． ｉｎ物N⑥． 遼桝名 Ⅲl:位固
週物

認極 形式 征位

さ
１

艮
唖

錨
(c、）

煎駐
(9)

硬作度 伯無

Z９ １５時墓 卿旺 廉製石斧 火製鈴〃 (9.45） 5．４８ (253.5） l/２

2９ ２ 16号幕 トレンチ 磁石 (8.9） ６.Ｚ 大半

間駁No. 適物No. 適繍名 Ⅲl:位固 逸物種甑 材問 色詞
締

《ｍ、）

肢さ
(UUUm》

厚さ

(ｍ、）

孔帳

(ＩＵＵｍ）

咽 吐

（邸） 残存度 飼赫

７ ９ 7母慕 通闘 小蒐 ガラス 興 ３．２ ３.】 1.0 ０．０２ 完彫

７ ０ 7吋蔑 迎肘 小玉 ガラス 関 ２ ２．２ 1.3 ０．０１ 完形

０ ２ ８冊劇 崩繍 糠玉 WWI《 深紐 ９ １ ２２．５ 1．２．３．５ 3.60 充形

０ ３ 8号銘 朋締 切子玉 ガラス 水 ７ ５ 1０．５ ･１ ０ 0．８４ 定形 災mjに間み

０ ４ 8崎蔑 肌繍 小張 ガラス？ 赤 ２ ５ .９ 、 ８ 0.0】 定形 斜めに切断

０ ５ ８砂劇 川勝一 小玉 ガラス？ 亦 ‘３ ２ ､９ 【） 0．０１ 充形 斜めに切断

０ ６ 8号里 朋傭 小玉 ガラス 水 ３ ６ ､６ ２ 0.0.1 定形

０ ７ 8号昼 朋傭 小玉 ガラス 髄 2.0 ､１ ０ ８ 0．０１ 定形

０ ８ 8号畠 朋儒 小適 ガラス 戯 4.0 -０ 0.8 0．０５ 完形

０ ９ 8号鯉 刷偏 小玉 ガラス 髄 4.0 ｡ 1.2 0．０３ 完形

０ ０ 8号畠 朋傭 小玉 ガラス 黄 4.0 ３－０ 1..1 0.06 充形 勉倒ｲＩ

５ ３ 21蹄蔑 』晒トレ '子 笹玉 卿I《 深緑 9.0 2５．５ 1.5.3.0 3.7 完形 災Iniに慨

2５ ４ 21冊墓 ｣晩トレ 'チ 脊玉 郷~I《 深鰍 ､０ ２０，０ 1.0雷:Ｉ.(） 1.9 定形

2５ ５ 21号蟻 ｣耐ﾄレンチ 算盤玉 水仙 追明 1.0 １０．２ 1.1.3.3 2.0 完形

５ ６ 21蹄蔑 鮒EiI,レンチ 九悪 ガラス 側 ､０ ７－０ ２．０ 0,5 完形 &歯軒

５ ７ ２１研劇 馳内トレンチ ′１ 玉 ガラス 尚照 ､０ ２．８ 1.5 ０．０ 完形 破仙

５ ８ 21号墓 比丙ﾄレンチ '１ 玉 ガラス 紺 .８ 2.8 1.5 ０．０ 定形

５ ９ 21母墓 １門ﾄレンチ ４五 ガラス 紺 4.2 ２５ 1.2 0,0 完形

５ ０ 2】蹄蕊 nFiトレンチ ４寵 ガラス 紺 4．０ ２．５ 1.5 0．０４ 完形 刺めに切断

５ ２１研劇 削内トレンチ ２１ 玉 ガラス 紺 5.0 3.0 I‘２ ０．１０ 完形

５ ２ 21号風 叱侭トレンチ 小玉 ガラス Ｗ ‘1.0 １．８ I‘５ 0．０２ 定形 心裂仰

５ ３ 21号蔦 北閃トレンチ 小玉 ガラス 門 3.0 1.8 1．０ 0．０１ 定形

５ ４ 21号墓 北筒トレンチ 小玉 ガラス 門 2.6 1.5 ⑪,８ 0．０１ 定形

2５ ５ 21時蔦 Ｕ§トレンチ 小玉 ガラス 宵 3.0 2.9 1.0 0．０１ 定形 破柵

2５ ６ 21号墓 ｣Wサトレンチ 小玉 ガラス 肯 2.7 １．１ 1.0 0．０１ 完彫

2５ ７ 21号墓 I折サトレンチ 小玉 ガラス が ‘1.0 4.Ｚ 1.8 0．０９ 完彫

2５ ８ 21号蕊 i鯛トレンチ 小蛋 ガラス 宵 4.局 3.5 1.5 ０．０４ 定形

2５ ９ 21冊蔑 I緬卜ﾚﾝﾁ 小玉 ガラス 肯 3.5 ２．７ 1..8 0．０６ 定形

２５ ２０ 21号蟻 耐丙トレンチ ﾉ１ 玉 ガラス 商 3.5 2.2 １．５ 0.01 完形 部分欠柵

２５ ２１ 21号墓 ｣峨卜レンチ ４玉 ガラス 紐 5.0 2.0 １．２ ０．１６ 定形

２５ ２ 21骨蟻 』函トレンチ ４Ⅸ ガラス 紐 3.6 3,0 １．０ ０‘０５ 完形

２５ ３ ２１号賎 』函トレンチ ′Ｉ 篭 ガラス 母 3今０ 2.5 ０．８ ０m０４ 完形

２５ ‘１ ２１時劇 止丙トレンチ '１ 玉 ガラス 水 4.2 ３．１ １．５ ０．０６ 完形 破描

２５ ５ ２１号蔦 nFiトレンチ ４玉 ガラス 水 4.0 ３０ 1.6 ０．０６ 完彫 災曲にIulみ

２５ ６ ２１号墓 蛎卜レンチ Ｊ１ 玉 ガラス 水 4.8 3.1 1.2 ０．０６ 完形 斜めに切断

２５ ２７ ２１矧蛎 ﾙﾋFiトレンチ ４砿 ガラス 水 3.8 3,6 １，２ ０．０７ 完形

２５ ２８ ２１号曙 北Fjトレンチ J１ 玉 ガラス 水 ３．２ 2.2 １，０ ０．０４ 充形

２５ ２９ ２１号劇 北Fiトレンチ 小玉 ガラス 水 ４．２ 2.3 １．３ ０．０８ 充形

２５ ３０ ２１号墓 北閃トレンチ 小玉 ガラス 水 ‘1.9 2.3 2．５ ０.(ﾙ１ 4ﾉ５

２５ ３１ ２１吋蔦 ｣tjWトレンチ 小頂 ガラス 水 ４－０ 2.1 １．７ ０．０５ 定形

２５ ３２ ２１叶臨 ｣耐トレンチ 小玉 ガラス 水 (4.0） 2.2 (1.0） 2ﾉ５ 破細

Ｚ５ ３３ ２１冊鰹 ｣耐トレンチ 小玉 ガラス 水 ､７ 2,2 1.5 3ﾉ5 破棚

２５ ３－１ ２１号墓 i胴トレンチ 小玉 ガラス 水 ､２ 3.2 1.5 ０．０８ 完形 斜めに切断

２５ ３５ ２１号墓 rHjWﾄﾚﾝﾁ 小班 ガラス 水 -０ 2.1 1.5 ０．０２ 完 形 凪劉ｲイ

２５ ３６ ２１蹄噛 耐丙I､ﾚﾝﾁ 川盃 ガラス 水 .５ 3.0 1.0 ⑪,０１ 完形

２５ ３７ 21吋蕊 I派ﾄレンチ Ｊ１ 玉 ガラス 水 ．８ 2.1 1.2 ０，０２ 完形 災伽に側み

２５ ３３ ２１囲蔑 I賊ﾄレンチ ﾉＩ 玉 ガラス 水 .’ 2.5 １．０ ０．０４ 先形

２５ ３９ ２１号墓 蛎卜レンチ ﾉＩ 玉 ガラス 水 ’０） ２，０ (１．５） I/３ 破捌

２５ ４０ ２１号墓 ｣Uマトレンチ '１ 唾 ガラス 戯 .５ ２．０ 0‘９ ０．０３ 定 形

２５ ４１ ２１号蔦 』上Fiﾄレンチ ４灰 ガラス 水 ２．３ ０．０１ 完形 未圃晶か

図版N⑪． 迎物No. 適梢名 １１１上位園 週物種麺 色飼
鮭 さ

に、）

帆

(で、）

fＷ

牝、》

爪 皿

(鷲）
脱存腹 伯牙

６ ２ ２用蝋 奥兇床 即興 緑 ０．２５ 0.HＨ 芯形 変形している

Ⅱ １２ ４囲劇 通路 耳頃 緑 ２．４ ２．５ 0‘5８ 9.60 芯形 鍍金が剥睡

１１ １３ ４号墓 容止 耳興 金 ２．７ ２．８ ０.‘15.0.65 1０．１６ 造形

１７ Z８ ７号鼎 皿蹄 耳頃 緑 ａ】５ ３．４ ０．９５ 3２．５ 篭形 鹸金が剥睡

２０ １１ 8母蕊 崩砺上 耳頃 金 ２．０ ２．０ 0.4 ｡Ｉ.』1５ 定形



報 告 書抄録

ふりがな とびのおおうけつぐん

名 飛尾検穴群

副書名 飛尾急傾斜地崩壊対策耶業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告香

巻次

シリーズ名 熊本県文化財調査報告

シリーズ番号 第246災

縄集者名

縄集機関

所在地

発行年月日

ふりがな

所収週跡名

とびのおおうけつぐん

飛j過横穴群

所収遺跡

飛尼棚穴群

要約

ふりがな

〕所在地

〈血もとけん

熊本典（

しもユし３ぐん

下益城郡

じようなん虫ら

城i櫛町

ひがしあ漣か

東阿商

あざとぴのお

字飛ｊ３

棚別

中村幸弘

熊本県教育委員会

〒862.8609熊本県熊本市水前寺６丁目１８－１

2009年３月３１日

コード 北紳

市町村 遭跡番号

43341

主な時代

古壇時代後期

中世

近

115 32.

41’

39”

主な遺栂

横穴墓２１蕪

東経

130。

４３’

３４”

土師器

須忠器

捌在期間

20071220

20080331

な迫物

鉄嫉・刀子・弓金具

馬具・耳環

調交而積

(㎡）

632.5

管玉・切子玉・算盤玉

丸玉・小玉・人骨

土師器・白磁

瓦質土器

寛永通宝

調査原因

飛尾急傾斜地

崩壊対策ﾘＩ業

特記事噸

近代 防空壊跡 銃剣 太平洋戦争時

飛雌枇穴群は、飛ﾉ６忽旗斜地崩壊対策耶業に伴い発掘蜘壷された古城時代の横穴群を主体とした

追跡である。２１基の槻穴墓を確認し、その玄室内から鉄厳や装身具を始めとして多くの週物が出土し

た。また、玄室外からも土師器、須恵器がまとまって出土し、墓前祭祁を行ったことを示唆している。

他にも中世の土師器・白磁・瓦質土器、近世の古銭、近代の防空壕跡等を確認した。

塚原古墳群以降における幕制の変迅を窺い知る資料として爪要な意味を持つ。
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図版ｌ調査区近蓋（１～５号難、東から）

図版２調盃Ⅸ近蛍（６～８妙雑、東から）
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図版４調査区近紫（１２～１４号基、東から）
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図版５調査Ⅸ近景（１５．１６妙難、東から）

似1版６澗査区近餓(１７．１８．２１･)j･基、東から）



q

'1Ｎ

|',｜
’

尾雲

〆;職常
垂上■』

似1版７洲査区近溌（１９．２０号墓、北から〕

図版８１２号墓１（火から）

一
蔑
一

起
雷

詞
守 .'恩

』

Ｉ

課
ｒ字●

承Dq

， ：乳蝿
■唾２

命､

Ｉ
巳
Ｅ
Ｉ
Ｉ
１
１
．

，鍵:ざ？
〃が“.：麺評、

唖
．
罰

■己■＝■

似1版９１２号墓２（東から）

麗嗣ａデー

L

一
■
〆
■
町
句

一
■

。
・
聖
幸
が

】
戸
口
■
丑
一
恥
画

的
』
嵩
瞳
一
凸
凸
巳
砧

鶴
一
蕊

Ｐ
●
酌
●
》

．
“
・
・
睡
磯
》

・
可
●
白
ａ

目
一
・
弐
口
全
。
｜
等
』
，
麹

零
・
浮
鍵
参
・
．

“
宇
醇
Ｆ
瞳
琶
型
。
”
』
岬

.

庫｡

、

1

向崖

ａ

蕊蕊蓑噂γ・・・塚鯵竺..：

…=簿=蝋繍Ⅷ
＝ユ

可ユ



幸
一

一
．
、
．
．
『
・
・
炭
触
卜
毎
△
鎧
稗
や
も

浄
云

雲
蕊
電
・
鱗
而
￥
‐
＃

‘１

雨期
鼠.‐ｌ

蚕常Ｉ

い

、
ご

Ｌ

－．Ｅ
巴ご

Ｆ町

隙 丘
ユ

タ甲高
弘

二単ミクダ可

■

fｈ知

路

lwX恥 、

削版１０１３妙聡１（東から〕

■■

図版１１１３号聡２（東から）

図版１２１４妙蕊１（東から）



』

ﾄU

卜血

曽
犀

澱
ミ､､瀞

５｡，Ｌロ？

霞ﾉ:鱈‘
Ｌ的Ｘタd

官▲１

Ｍ弗’&．＆
‘DFI:ｉ４ｐ

ｆ、､甑篭龍３

：':｡熟"’
・訓酎'，

鋤．ｉｆ,Ni‘ミ

･’ま.‘
鷲＃準僻，

１．８言

．ｙＷＨ。

■

■

■＝

Ｉ

ｌ
図版１３１４号基２（火から）

図版１４１５号基１（東から）

図版１５１５号基２(東から）

､

１



図版１６１６暇墓１（束から〕

､，由

:一幕窪、湯～．‐
創旦

む－９

毛

図版１７１６．１J･基２（東から）

図版１８１７}j･蕊１（東から）

朔



図版１９１７号墓２（西から）
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似1版２２１９号難２（東から）

Ⅸ1版２３２０号蝋１（東から）
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似1版２４２０号蕊２（東から）



図版２５２１号基（東から〕

図版２６防空壕跡（東から）
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I叉1版２７雌尾枇穴群東雌面(北から）
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